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中森遺跡、林 。坊城遺跡、東山崎 。水田遺跡は、四国横断自動車道高松市内区間の建設に伴い、発掘

調査が実施された高松市檀紙町、林町、東山崎町に所在する遺跡です。

調査は、香川県教育委員会からの委託で、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが平成10年度から

平成12年度に発掘調査を実施し、中森遺跡では、接合資料含む旧石器群や室町時代の屋敷地、林
。坊城

遺跡では縄文時代晩期の旧河道や弥生時代後期の円形周溝墓、東山崎・水田遺跡では室町時代の屋敷地

を確認するなど、大変貴重な歴史資料を明らかにすることができました。

このたび、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが平成15年 5月 から平成16年 3月 まで実施してお

りました整理作業が終了し、財団の解散に伴い、事業を引き継いだ香川県埋蔵文化財センターによつて

「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第五十三冊」として刊行することとなりました。

本報告書が、本県の歴史研究の資料として広く活用されるとともに、埋蔵文化財に対する理解と関心

が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりますが、発掘調査から出土品の整理・報告にいたるまでの間、国土交通省四国地方整備局

や日本道路公団並びに関係各機関 。地元関係各位には、多大な御協力と御指導をいただきました。ここ

に深く感謝の意を表しますとともに、今後とも御支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成16年 10月 29日

香川県埋蔵文化財センター

所長 中村 仁



例   言

1.本報告書は,四国横断自動車道高松～高松間 (高松市内区間)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告で、高松市内に所在する中森遺跡 (檀紙町)、 林 。坊城遺跡 (林町)、 東山崎 。水田遺跡 (東山崎

町)の報告を収録した。

2。 発掘調査は,香川県教育委員会が日本道路公団より委託を受け、香川県教育委員会が調査主体,財

団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3.発掘調査の期間及び担当は以下の通りである。

平成 8年度 大久保徹也・住野正和 。高橋佳織 (林・坊城遺跡)

平成 9年度 宮崎哲治・岡本利 。東条貴美 (上天神遺跡)、 乗松真也・住野正和 (林・坊城遺跡 )

平成10年度 森下英治・蓮本和博・門脇範子 (中森遺跡)、 木下晴一 。香西亮 。中山尚子 (香川郡条

里 C地区)、 山元素子・岡本利・滝井理加 (東山崎 。水田遺跡,香川郡条里C地区)

平成11年度 信里芳紀 。野崎隆亨・豊岡多恵 (中森遺跡 )

平成12年度 乗松真也 。川原和生 。糸山晋 (中森遺跡 。香川郡条里D地区)

4.調査にあたって,下記の関係諸機関や多くの方々の協力を得た。記して謝意を表したい。

国土交通省四国地方整備局 。日本道路公団・香川県土木部横断道対策総室 (当時)。 地元自治会

大久保徹也 (徳島文理大学)下條信之 。田崎博之 。村上恭通・吉田広 。(愛媛大学)林大智 (財団法

人石川県埋蔵文化財センター)藁科哲男 (京都大学原子炉実験所 )

5。 本報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆は同センター信里芳紀・山元素子が行い、編集を信里が行った。

なお、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが、平成15年度末で廃止となったことから、報告書

刊行業務は、香川県埋蔵文化財センターが実施した。

6.本報告書で使用する遺構名は、現地調査段階のものをそのまま使用する。作業の進捗に伴い欠番と

なったものも存在する。

7.本報告書で用いる測地系は, 日本測地系平面直角座標系第Ⅳ系の北であり,注意されたい。標高は

東京湾平均海水位 (To P。 )を基準としている。

8。 石器実測図中,薄 く黒く表現している部分は摩滅痕を,輪郭線の回りの実線は潰れを,同 じく破線

は顕著な研磨あるいは摩滅を,同 じく点線はあまり顕著でない研磨あるいは摩滅をそれぞれ表す。な

お,現代の折損は濃く黒で潰している。石器石材は特に表記が無い限り,サヌカイトである。

9.挿図の一部に高松市都市計画図を使用した。

10。 本報告にあたつては,下記の機関等に業務を委託した。

遺物写真撮影・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・有限会社 双葉写真館

花粉分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パリノ・サーヴェイ株式会社

火山灰抽出分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・京都フイッシヨントラック

サヌカイト蛍光X線分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・遺物分析研究所

11.遺構断面図の水平線上の数値は,水平線の標高値 (単位m)である。

12.土器観察表の中の色調は,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖1992年度版』に準拠する。また,残存率は遺物の図化部分に占める割合であり,

完形品に対する割合ではない。
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図20 E区遺構平面図 (1/100)

図21 E区 (西部)南壁土層断面図 (1/80)

図22 EttSDE01断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

図23 EttSDE02断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

図24 E区、S D E03・ E04・ E05断面図 (1/40)、 SDE

04出土遺物 (1/4)

図25 E区包含層出土遺物 (1/4)

図26 E区 (東部)北壁土層断面図 (1/80)

図27 EttS KE01平・断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/4)

図28 EttS KE02平・断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/4)1

図29 EttS KE02出 土遺物 (1/4)2

図30 EttS DE06上 層出土遺物 (1/4)1

図31 EttSDE06断面図 (1/40)

図32 EttS DE06上 層出土遺物 (1/4)2

図33 EttS DE05下 層出土遺物 (1/4)

図34 EttSDE06層位不明出土遺物 (1/4)

図35 E区包含層出土遺物 (1/4)

図36 F区遺構平面図 (1/100)

図37 F区北壁土層断面図 (1/80)

図38 FttSDF01,F02・ F03・ F04・ F05、 S X F01

・F02断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)(1/2)

図39 1区北壁土層断面図 (1/80)

図40 1ttS K 101・ 102平 ・断面図 (1/20)、 出土遺物

(1/4)

図41 1ttS P 116平 ・断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)、

その他遺物 (1/4)

図42

図43

図44

図45

図46

図47

図48

図49

図50

図51

I区遺構平面図 (1/100)

J区遺構平面図 (1/100)

」区南壁土層断面図 (1/80)

」区S K J01・ J03・ J04・ J05。 J06平・断面図

(1/40)、 出土遺物 (1/4)

」区 S D J01・ J02・ J03・ J04・ J05断面図

(1/40)、 出土遺物 (1/4)

K区遺構平面図 (1/100)

K区南壁土層断面図 (1/80)、 S D K01断 面図

(1/40)、 その他出土遺物 (1/4)

G区遺構平面図 (1/100)

G区北壁土層断面図 (1/80)

GttS P Gll平 。断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/4)

(1/2)

図52 G区 その他の SP出土遺物 (1/4)

図53 GttS KG01平 ・断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/5)

(1/4)

図54 GttS K G02平・断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/4)

図55 GttSDG01・ G02・ G03・ G04・ G05断面図

(1/40)、 出土遺物 (1/4)

図56 G区包含層出土遺物 (1/4)

図57 H区 遺構平面図 (1/100)

図58 H区北壁土層断面図 (1/80)

図59 HttS PH45断 面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

図60 HttS KH02平 ・断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/4)

図61 HttS KH05平 。断面図 (1/20)、 出土遺物 (1/4)

図62 HttS DH01・ H03断面図 (1/40)、 出土遺物 (1/4)

図63 H区包含層出土遺物 (1/4)(1/2)

図64 遺構変遷図 (1/800)



写真図版目次

図版 1 中森遺跡

1.調査地遠景東から

2.調査地遠景南から

図版 2 中森遺跡

3.Aト レンチ 1・ 2・ 3号溝全景南から

4.Aト レンチ 1・ 2・ 3号溝全景南から

図版 3 中森遺跡Aト レンチ

5。 Aト レンチ 1号溝遺物出土状況北から

6。 Aト レンチ 1・ 4号溝全景北東から

7.Aト レンチ 1・ 3号溝断面北から

8.Aト レンチ 1。 3号溝断面南から

9.Aト レンチ 2号溝断面東から

10。 Aト レンチ旧石器429出土状況南から

11.Aト レンチ旧石器出土層断面南西から

図版 4 中森遺跡 Bト レンチ

12.Bト レンチ旧石器ブロツク 1～ 3遠景東から

13.Bト レンチ旧石器ブロック 1出土状況北東から

図版 5中森遺跡 Bト レンチ

14.Bト レンチ旧石器プロツク3と 基底礫層北から

15.Bト レンチ東壁断面北西から

16.Bト レンチ東壁火山灰分析位置南西から

図版 6 中森遺跡 B・ Hト レンチ

17.Bト レンチ中森 2号墳の現況南西から

18.Bト レンチ中森 2号墳断面南東から

19.Hト レンチ上層遺構完掘状況東から

20。 Hト レンチ下層凹地と基底礫層南東から

21.Hト レンチ下層凹地断面北から

図版 7 中森遺跡 Cト レンチ

22.Cト レンチ全景東から

23.Cト レンチ 5号溝全景東から

24.Cト レンチ 5号溝断面 1東から

25.Cト レンチ 5号溝断面 2南東から

図版 8 中森遺跡 Dト レンチ

26.Dト レンチ 1号掘立柱建物全景北から

27.Dト レンチ 1号掘立柱建物遺物出土状況北東から

28.Dト レンチ18号溝全景南から

29.Dト レンチ19。 20号溝全景南から

図版 9 中森遺跡 Eト レンチ

30.Eト レンチ西半部全景西から

31.Eト レンチ東半部全景北から

図版10 中森遺跡Eト レンチ

32.Eト レンチ 1～ 4号掘立柱建物全景北から

33.Eト レンチ 1号掘立柱建物全景南東から

34.Eト レンチ3号掘立柱建物全景北から

図版11 中森遺跡Eト レンチ

35。 Eト レンチ4号掘立柱建物全景西から

36.Eト レンチ 9～ 13号溝全景北から

37.Eト レンチ 9。 11号溝断面南から

38.Eト レンチ13号溝断面北から

39。 Eト レンチ11号溝断面北から

図版12 中森遺跡Eト レンチ

40。 Eト レンチ 1号井戸全景北西から

41.Eト レンチ 1号井戸断面南東から

42.Eト レンチ6号不明遺構全景南から

43.Eト レンチ 8号不明遺構全景南から

図版13 中森遺跡Gト レンチ

44.Gト レンチ全景西から

45。 Gト レンチ 4・ 5。 9号溝全景東から

46。 Gト レンチ 4・ 5号溝断面南から

47.Gト レンチ 1号溝全景南から

図版14 中森遺跡Gト レンチ

48.Gト レンチ2号井戸全景西から

49.Gト レンチ 2号井戸全景真上から

50.Gト レンチ 2号井戸断面西から

図版15 中森遺跡Fト レンチ

51.Fト レンチ東半部全景西から

52.Fト レンチ西半部全景東から

53.Fト レンチ 2号溝全景北から

図版16 中森遺跡Fト レンチ

54.Fト レンチ2号溝断面北から

55。 Fト レンチ4号溝断面北から

56.Fト レンチ 2・ 3号溝断面北から

57.Fト レンチ 1号谷地形全景東から

58.Fト レンチ 1号谷地形全景北東から

59.Fト レンチ 1号谷地形断面北東から

60。 Fト レンチ 1号谷地形断面東から

図版17 中森遺跡出土遺物

図版18 中森遺跡出土遺物



図版19 中森遺跡出土遺物               22.D2ト レンチ流路A北壁断面南から

図版20 中森遺跡出土遺物               図版 9 林・坊城遺跡

図版21 中森遺跡出土遺物               23.D6ト レンチ2号周溝墓南周溝断面東から

図版22 中森遺跡出土遺物               24.D6ト レンチ2号周溝墓北周溝断面南西から

図版23 中森遺跡出土遺物               25。 D4ト レンチ3号周溝墓東周溝断面北から

図版 1 林 。坊城遺跡                 26。 D4ト レンチ3号周溝墓陸橋部周溝断面西から

1.高松平野から瀬戸内海を望む南から         27.D7ト レンチ 1号周溝墓南陸橋部東側断面と流路A北

2.調査地遠景北から                    西から (昭和63年度調査)

図版 2 林 。坊城遺跡                 図版10 林・坊城遺跡D7ト レンチ

3。 調査地遠景西から                 28。 D7ト レンチ10・ 11号溝全景北東から

4,D6ト レンチ周溝墓2全景南西から          29.D7ト レンチ10号溝南側遺物出土状況西から

図版 3 林 。坊城遺跡                 30.D7ト レンチ10号溝断面北から (写真左)

5。 D4ト レンチ3号周溝墓全景西から         31.D7ト レンチ10号溝と19号溝との分岐点の礫集積南か

6.D2ト レンチ 1号周溝墓と流路A全景西から (昭和63   ら

年度調査)                    図版11 林・坊城遺跡D7ト レンチ

図版4 林・坊城遺跡                 32.D7ト レンチ10号溝から分岐する19号溝北から

7.D2・ 3ト レンチ 1号周溝墓と流路A全景南から (昭  33.D7ト レンチ10。 11号溝全景北から

和63年度調査)                  図版12 林・坊城遺跡D7ト レンチ

8.D7ト レンチ刻目突帯文期水路群全景西から     34.D7ト レンチ25号土坑と19号溝全景南から

図版 5 林・坊城遺跡                 35。 D7ト レンチlo～ 14号溝全景北東から

9.D7ト レンチ10。 11号溝全景南から          図版13 林 。坊城遺跡D7ト レンチ

10。 D7ト レンチ10号溝の礫集積 (堰)南西から     36.D7ト レンチ11号溝断面北から

11.D7ト レンチ10号溝の礫集積 (堰)北から      37.D7ト レンチ22号溝全景

12.D7ト レンチ10号溝断面北から           38.D7ト レンチ24号溝全景南西から

図版 6 林・坊城遺跡                 39.D7ト レンチ21号溝全景南東から

13.D4ト レンチ流路A断面北西から          40.D7ト レンチ22～ 24号溝全景北東から

14.D4ト レンチ流路A断面北から            図版14 林 。坊城遺跡D7ト レンチ

15。 D4ト レンチ流路Aと 3号周溝墓南西から      41.D7ト レンチ27号溝全景東から

16.D6ト レンチ流路A断面北から           42.D7ト レンチ25号溝全景北から

図版 7 林・坊城遺跡                 43.D7ト レンチ25号溝断面北から

17.D2ト レンチ流路A南壁断面②北西から (昭和63年度  44.D7ト レンチ北半部25～ 27号溝全景北から
調査)                      図版15 林・坊城遺跡D7ト レンチ

18.D2ト レンチ流路A南壁断面①北から (昭和63年度調  45。 D7ト レンチ北柱穴群と25。 27号溝全景

査)                       46.D7ト レンチ南柱穴群全景南から

19.D2ト レンチ流路A南壁断面①流路東肩断面北から  図版16 林・坊城遺跡D6・ 7ト レンチ
(昭和63年度調査)                 47.D7ト レンチ下層流路 2全景西から

図版 8 林・坊城遺跡                 48.D7ト レンチ下層流路 2全景北西から

20.D2ト レンチ流路A南壁断面②湿地性堆積物上位の不 49.D7ト レンチ下層流路2石器集中部南西から
整合面北から (昭和63年度調査)          50。 D7ト レンチ下層流路 1断面東から

21.D2ト レンチ流路A南壁断面①下層水田を覆う氾濫堆 51.D6ト レンチ全景北から

積物北から (昭和63年度調査)           図版17 林・坊城遺跡D6ト レンチ



52.D6ト

53.D6ト

54.D6ト

55。 D6ト

図版18 林

56.D6ト

57.D6ト

58.D6ト

59。 D6ト

図版19 林

60。 D4ト

61.D4ト

62.D4ト

図版20 林

63.D4ト

64.D4ト

65.D4ト

66.D4ト

67.D4ト

68。 D4ト

図版21 林

69.D4ト

70。 D5ト

71.D5ト

72.D5ト

図版22 林

73.D5ト

74.D5ト

75.D5ト

図版23 林

76.D6ト

77.D6ト

78。 D7ト

79.D7ト

80.D7ト

図版24 林

図版25 林

図版26 林

図版27 林

図版28 林

図版29 林

レンチ南半部全景東から

レンチ 7号柱穴断面南から

レンチ 1号住居検出状況北から

レンチ 1号住居全景西から

・坊城遺跡D6ト レンチ

レンチ 2号周溝墓検出状況北から

レンチ2号周溝墓北周溝遺物出土状況東から

レンチ2号周溝墓陸橋部全景西から

レンチ 2号周溝墓全景南から

・坊城遺跡D4ト レンチ

レンチ 3号周溝墓検出状況西から

レンチ3号周溝墓東側周溝と流路A全景東から

レンチ3号周溝墓東側周溝と陸橋部北西から

・坊城遺跡D4ト レンチ

レンチ3号周溝墓土器152出土状況北から

レンチ3号周溝墓土器151出土状況東から

レンチ3号周溝墓西側周溝断面①

レンチ3号周溝墓西側周溝断面②西から

レンチ3号周溝墓西側周溝全景南から

レンチ3号周溝墓西側周溝全景南から

・坊城遺跡 D4・ 5ト レンチ

レンチ 3号周溝墓全景西から

レンチ北半部全景南から

レンチ流路A全景南東から

レンチ 1号土坑全景南から

・坊城遺跡D5ト レンチ

レンチ南半部全景南西から

レンチ流路A断面北から

レンチ 4南壁断面北から

。坊城遺跡 D6。 7ト レンチ

レンチ 1・ 2号溝全景南から

レンチ 3号溝全景東から

レンチ 8。 19号溝全景北東から

レンチ18号溝全景南から

レンチ北半部近世遺構全景

・坊城遺跡出土遺物

・坊城遺跡出土遺物

・坊城遺跡出土遺物

・坊城遺跡出土遺物

・坊城遺跡出土遺物

・坊城遺跡出土遺物

図版30 林 。坊城遺跡出土遺物

東山崎 。水田遺跡

図版 1 東山崎 。水田遺跡

1.A区全景 (東から)

2.B区全景 (東から)

図版 2 東山崎 。水田遺跡

3.C区 (東部)全景 (東から)

4.D区全景 (東から)

図版 3 東山崎・水田遺跡

5.E区 (西部)第 1面全景 (西から)

6。 E区 (西部)第 2面全景 (南から)

図版 4 東山崎 。水田遺跡

7.E区 (東部)全景 (西から)

8.E区 (東部)・ F区全景 (東から)

図版 5 東山崎 。水田遺跡

9.I区全景 (東から)

10。 J区全景 (南から)

図版 6 東山崎 。水田遺跡

11.K区全景 (西から)

12.H区全景 (西から)

図版 7 東山崎・水田遺跡

13.G区全景 (西から)

14.H区全景 (東から)

図版 8 東山崎・水田遺跡

15。 AttS D A04断面 (南から)

16.B tt S P B150土 器出土状況 (西から)

17.B tt S P B251土 器出土状況 (北東から)

18。 CttS D COl断面 (南から)

19。 CttS D C03断面 (北東から)

20.CttS D C01木出土状況 (南から)

図版 9 東山崎 。水田遺跡

21.E区 (西部)S D E01完掘状況 (北から)

22.DttS D D01断面 (東から)

23.E区 (西部)S D E02断面 (東から)

図版10 東山崎 。水田遺跡

24.E区 (東部)S K E02検出状況 (北から)

25。 E区 (東部)S K E02半裁 (南から)

26.E区 (東部)S K E02井 戸枠検出状況 (南から)

27.E区 (東部)S K E02断ち割り (南から)

図版11 東山崎 。水田遺跡

28。 E区 (東部)S D E06中 央アゼ断面 (東から)



29.E区 (東部)S D E06西アゼ断面 (東から)     EttS K E02出 土遺物 (2)

30。 E区 (東部)S D E06土器出土状況         図版17 東山崎・水田遺跡

31.E区 (東部)S K E01断面 (西から)         EttS D E05出 土遺物 (1)

32.IttS K 102遺物出土状況 (南から)        図版18 東山崎 。水田遺跡

33.GttS K G01断面 (南から)            EttS D E05出 土遺物 (2)、 包含層出土遺物

34.HttS D H01土器出土状況 (南東から)       FttS D F04出 土遺物

図版12 東山崎 。水田遺跡               図版19 東山崎 。水田遺跡

35。 HttS D H01遺物出土状況 (東から)         IttS K 102出 土遺物

36。 作業風景 (C区西部)(南から)           GttS PGll出 土遺物

図版13 東山崎 。水田遺跡               図版20 東山崎 。水田遺跡

AttS D A05。 S D A07出 土遺物             G区 ピット出土遺物

B区 ピット出土遺物                   GttS K G01・ S K G02出 土遺物

CttS D C01出土遺物                  G区 包含層出土遺物

EttS D E01出土遺物 (1)              図版21 東山崎 。水田遺跡

図版14 東山崎 。水田遺跡               HttS D H01出 土遺物

EttS D E01出土遺物 (2)              HttS D H03出 土遺物

EttS D E02出土遺物                 H区 包含層出土遺物

EttS D E04出土遺物                 図版22 東山崎 。水田遺跡

図版15 東山崎・水田遺跡               A区 ～E区出土陶磁器

E区包含層出土遺物                  図版23 東山崎 。水田遺跡

EttS K E02出土遺物 (1)              E区 出土陶磁器

図版16 東山崎 。水田遺跡



第 I章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

四国横断自動車道高松市内区間は、高松市中間町～檀紙町までの高松～善通寺間と、高松市檀紙町～

前田東町までの高松～高松間の二つの工事区間を指す。高松市内区間の建設は、平成 5年度に建設大臣

から日本道路公団総裁に対して建設の施工命令が出され、平成 6年度には中心杭の打設が行われた。

これに伴う路線内の埋蔵文化財保護について、香川県教育委員会 (以下、「県」という)では、平成 4

年度から日本道路公団高松建設局 (以下、「公団」という)と の間で事前協議を開始し、平成 6年度末に

は、公団から高松市内区間の事業照会があり、これをうけて県は、平成 7年 6。 7月 に路線内の分布調

査を実施し、高松市内区間 7地区について埋蔵文化財の保護に配慮する必要があることを公団
・に通知し

た。

公団は、県の意見を踏まえ、平成 7年 10月 に文化庁と協議を行い、平成 8年 1月 に文化庁より「工事

に先立って発掘調査を実施すること」等の回答がなされた。これにより、平成 4年度からの事前協議が

終了し、平成 8年 4月 、県と公団との間で埋蔵文化財発掘調査について委託契約が締結され、さらに県

と財団法人香川県埋蔵文化財調査センターとで発掘調査委託契約が締結されたのである。

第 2節 調査 の経過

高松～高松間 (檀紙町～前田東町)は、国道11号の上部に建設されるため、埋蔵文化財調査はインタ

ーチェンジ設置部分を除いて、現道の拡幅部分が主な調査対象となった。国土交通省施工区間を含める

と、香川郡条里B地区 (檀紙町)。 香川郡条里C地区 (勅使町)・ 香川郡条里D地区 (上天神遺跡を含む、

田村町)。 林 。坊城遺跡 (林町)。 山田郡条里地区 (林町)。 東山崎
。水田遺跡 (東山崎町)。 前田東中村

遺跡 (前田東町)の 7地区である。また、香川郡条里B地区に関しては、R区間の公団施工区間を除く、

東側のインターチェンジ建設部分が高松～高松間となる。

図 1 遺跡の位置図
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番号は、表 1に対応する

図2 四国横断自動車道高松市内区間の埋蔵文化財包蔵地

調査方法に関しては、保護措置が必要と判断された各地区に関して トレンチ調査 (予備調査)を行い、

全面発掘調査範囲を絞り込むトレンチ調査方式を基本的には採用した。

香川郡条里B地区は、平成10年当初に東側の国道11号に面したインターチェンジの国土交通省施工部

分から予備調査を実施した。その結果、中世集落の存在が確認され、中森遺跡として平成12年度までに

5,330ぽ の発掘調査を実施した。

香川郡条里 C地区については、国道11号の両側 4mの拡幅部分が調査対象であるが、隣接 して店舗等
が多数存在 していることと、国道の建設の際に、路面を嵩上げしていることにより安全面の確保などが

課題であった。盛土の存在しない部分に先行して トレンチを設定し、対象地全体の保護措置を検討する

方式を採 り、平成11。 12年度で合計896ぽの調査を実施した。

香川郡条里D地区 (上天神遺跡を含む)に関しても、C地区同様の制約が存在したことから、工事立会

の方式を採用し、平成 9。 12年度に2500ぽの調査を実施した。

林・坊城遺跡は、平成 7年度の県文化行政課と公団との事前協議において、用地の中の橋脚設置部分

を除いた緑地帯部分6,745ぽ について、現状保存することが決定した。平成 8年度には、国道11号南側

の部分に予備調査を実施し、本調査面積を2,971ぽ に絞 り込み、平成 9・ 10年度に全面発掘調査を実施

した。

東山崎 。水田遺跡は一般国道11号高松東道路建設に伴う調査区の南北部分を対象地とし、小規模なト

レンチによる調査となったが、平成10年度に1,978ぽの全面発掘調査を実施した。
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N0 地区名 遺跡名 所在地 面積 (nf) 調査期間 主たる遺構 主たる遺物 調査報告書

l 香 川 郡 条 里 ´中 間 東 井 坪 高松市中間町 8  4.  1- 8. 5.31

8  9.  1- 8. 9.30

9. 1. 1- 9. 3.31

旧石器包含層・柱穴 ナイフ形石器 第49冊

2 正 箱 正 箱 高松市檀紙町 H.1 1～ H.2.28 掘立柱建物跡・溝跡・土
器溜まり

弥生土器 。旧石器・須恵
器 。土師器

第49冊

3 香 川 郡 条 里 E 幡 高松市檀紙町 200

4,315

1,542

1 2.

1.7.

2.4.

～ H.3.31
^‐ 11  9.3C

-12. 5.31

溝跡・柱穴・粘土採掘坑 須恵器 。土師器・陶器 。

染付
第49冊

4 香 川 郡 条 里 I 中 森 高松市檀紙町 3,015

1,563

752

0.6
1.10

2. 8

～ 10. 83
～ 11.12.3

～ 1210.3

掘立柱建物跡・溝跡 。井
戸跡・古墳周溝

弥生土器・旧石器・サヌ
カイ ト・紡錘車・須恵
器・土師器 。中世陶磁
器・鋳型 。鉄滓

不 薔

第53冊

5 香川 郡 条里 ( 高松市勅使町 0.4
1.3.

1. 10.

0. 5.3

1. 3.3

1.10.3

溝跡 弥生土器・黒色土器 本書

第53冊

6 香 川 郡 条 里 (田 村 ) 高松市田村町 2,500 10.  1^‐ 12. 10.31 中世包含層 土師器 本書

第53冊

上  天  神 高松市上天神町 9. 8.  1- 9. 9.30 溝跡 弥生土器 本書

第 53冊

7 林 ・ 坊

"
林 ・ 坊 城 高松市林町 481

490

2,000

8.10.  1^V 8.10.31

9. 10  1^ψ  9.11.30

10. 9.  1～ 10.12.31

竪穴住居跡 。土坑・円形

周溝墓 。自然河川跡・溝
跡

縄文土器・弥生土器 。須
恵器

不薔

第 53冊

山 田郡条 里 林 浴 高松市林町 2,62C 8.10.  1- 9.  1.31 溝跡 勾玉・ガラス玉

東山崎 。水田東山崎 。水 田高松市東山崎町 1,978 10.7. 1～

11.2.1～
0. 9.30

1  2.28

溝跡・柱穴 。土坑 須恵器・土師器・陶磁

器・瓦
本書

第53冊

前田東 。中村 前 田東 。中村 高松市前田東町 4,040

7,206

1,900

9.10.1～
10. 4.  1^‐

H 4. 1～

0. 3.21

1. 3.31

1. 6.30

掘立柱建物跡・溝跡・井
戸跡・柱穴・土坑 。土器

焼成窯

弥生土器・黒色土器・須

恵器 。土師器・陶磁器 。

瓦

表 1 高松市内区間の埋蔵文化財包蔵地

整理作業は、東山崎 。水田遺跡を平成15年 4月 ～5月 までの 2ヶ 月間、中森
。上天神・林・坊城遺跡

の 3遺跡を平成15年 12月 ～平成14年 3月 までの 4ヶ 月間で実施した。

現地調査及び整理作業の体制は以下の通りである。

香川県教育委員会事務局文化行政課

平成 8年度

課  長   藤原 章夫
課長補佐   高木 一義 (～ 531

課長補佐   北原 和利 (61～ )
副 主 幹   渡部 明夫
総務係長   山崎  隆
主  査   星加 宏明
主  査   國方 秀子 (～ 531

主  査   打越 和美 (61～ )

埋蔵文化財

文化財専門員 木下 晴一

平成 9年度

課  長    菅原 良弘
課長補佐    北原 和利

総務係長    山崎  隆
主  査    星カロ 宏明 (～ 531

主  査    松村 崇史 (61～ )
主  事    打越 和美

埋蔵文化財

副 主 幹    渡部 明夫
文化財専門員  木下 晴一

技  師    塩崎 誠司

平成 10年度

課  長    小原 克己
課長補佐     北原 和利
副 主 幹    渡部 明夫
副 主 幹    西村 隆史

総務係長    中村 禎仲
主  査     三宅 陽子
主  査    松村 崇史

埋蔵文化財

係  長    西村 尋文
主任技師    塩崎 誠司

平成 H年度

課  長    小原 克己
課長補佐    小国 史郎

総務係長    中村 禎伸
主  査    三宅 陽子
主  査    松村 崇史

埋蔵文化財

副l主 幹    廣瀬 常雄
係  長    西村 尋文
文化財専門員  森  格也
主任技師    塩崎 誠司

課  長   小原 克己
課長補佐    小国 史郎

総務係長    中村 禎仲
主  査    三宅 陽子
主  事   亀田 幸一

埋蔵文化財

副 主 幹   廣瀬 常雄
係  長   西岡 逮哉
丈化財専門員  森  格也
文化財専門員  宮崎 哲治

平成15年度

課  長    北原 和利
課長補佐    森岡  修

主  任     香川 浩章
主  査    須崎 陽子
主任主事    人木 秀憲

埋蔵文化財

副 主 幹    大山 員充
主  任     片桐 孝浩
文化財専門員   佐藤 竜馬
文化財専門員  松本 和彦

オ団法人香川県埋蔵文化財調査センター

平成 8年度

所  長   大森 忠彦
次  長   小野 善範
総  務
参  事    別枝 義昭

係  長    前田 和也
主  査    林  照代
主任主事    西川  大
主  事    佐々木隆司(61～
調  査
参  事   近藤 和史
主任文化財専門員 大山 員充
文化財専門員  大久保徹也
技  師    住野 正和
調査技術員   高橋佳緒里

平成 9年度

所  長    大森 忠彦
次  長    小野 善範
総  務
参  事    別枝 義昭

副l主 幹    田中 秀文 (61～ )
係  長    前田 和也 (～ 531

主  査    西川  大
調  査
参  事    近藤 和史
主任文化財専円員 大山 員充
主任文化財専門員  藤好 史郎
技  師    乗松 真也
技  師    住野 正和

平成 10年度

所  長    菅原 良弘
次  長    小野 善範
総  務
参  事    別枝 義昭

副主幹兼係長   田中 秀文
主  査    新  一郎
調  査
参  事    長尾 重盛
主任文化財専門員  大山 員充
主任文化財専門員  藤好 史郎
主任文化財専門員  蓮本 和博
文化財専門員   木下 晴一

文化財専門員   岡本  利
文化財専門員   山元 素子
文化財専門員   森下 英治
主任技師    香西  亮
調査技術員   門脇 範子
調査技術員   中山 尚子
調査技術員   滝井 理加

所  長    菅原 良弘
次  長    川原 裕章
総  務
副主幹兼係長  六車 正憲
副主幹兼係長  田中 秀文
係  長    新  ―郎
調  査
参  事    長尾 重盛
主任文化財専門員 大山 員充
主任文化財専門員 藤好 史郎
主任技師    野崎 隆亨
技  師    信里 芳紀
調査技術員   豊岡 多恵

平成 12年度

所  長   小原 克己(111～ )
菅原 良弘 (～ 1030

次  長   川原 裕章
総  務
日l主 幹   六車 正憲
目1主 幹   大西 誠治
係  長   新  一郎
調  査
参  事   長尾 重盛
主任文イ麟 専円員 藤好 史郎
文化財専門員 西村 尋文
文化財専門員 蔵本 晋司
文化財専門員 川原 和生
文化財専門員 増井 泰弘
技  師   乗松 真也
調査技術員  糸山  晋
調査技術員  豊岡 多恵

平成15年度

所  長    中村  仁
次  長    渡部 明夫
総  務
副 主 幹    野保 昌宏

係  長    多田 敏弘
主  査    塩崎かおり
主任主事    田中 千秋
調  査
主任文化財専門員  真鍋 昌宏
文化財専門員   山元 素子
主任技師    信里 芳紀

整理作業に携わつた方々 山下登志子,市川孝子,森川理恵,辻悦子,香川洋子,猪木原美恵子,矢野ゆかり,森光恵,松本恭子,自川智子,米 田静恵,柴垣明美
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第Ⅱ章 調査の成果

第 1節 中森遺跡

第 1項 遺跡の地理的・歴史的環境

地理的環境 (図 1)

中森遺跡が所在する高松平野は、香東川を主体に本津川・春日川 。新川によって形成された扇状地性

の沖積平野である。南を讃岐山地と呼ばれる白亜系の砂岩、頁岩から構成される標高800～ 1,000m程 の

東西方向の山地に、北及び東西は花商岩からなる低山によって画されている。これらの山頂には、瀬戸

内火山活動によって形成された讃岐層群が乗つており、侵食されにくい安山岩や凝灰岩が産出される。

高松平野の主要河川である香東川は、17世紀に現在の紫雲山東の流下位置に人工的に固定される以前は、

同山西側の現御坊川の部分と現在の流下位置に分かれて瀬戸内海へ注いでいた。平野は、更新世の段丘

面と沖積面に分かれ、沖積面は扇状地帯と三角州帯に分類されている (高橋1993)。

中森遺跡は扇状地帯に分類される地形面に立地している。また、扇状地帯の骨格と成すのは、更新世

末期に堆積した広義の沖積層基底礫層である。

扇状地面では、基底礫層が現地表面下の比較的浅い位置に露出する箇所が見られ、旧中州 (微高地)

に相当すると考えられる。旧中州の部分は、現地表面においても微高地として確認できることが多い。

中森遺跡では、基底礫層上面において、ナイフ形石器を主体とした石器ブロックを確認している。この

ような事例は、中間。東井坪遺跡などでも見られる。また、下流域の標高 3～ 4mに位置する西打遺跡

においても現地表面起伏に縄文前期の旧河道の痕跡と考えられる凹地が確認されている (木下2000)な

ど、香東川の西側では、比較的古い段階の地形面の起伏が残存していると考えられる。

歴史的環境 (図 2)

香東川西側の本津川・古川流域の六ツロ山東麓を中心とする地域では、近年、 6遺跡の後期旧石器の

遺跡が確認されている。高位の丘陵斜面地を中心とした近隣の中間。西井坪遺跡では、接合資料を含み

ナイフ形石器や角錐状石器を主体とした数基のブロックを確認しており、比較的遺跡の様相が半J明 して

いる (森下2001)。

縄文時代の遺跡の調査例は著しく少ない。中間。東井坪・正箱遺跡では、縄文後 。晩期と推定される

土坑・流路等が確認されているが、遺跡全体の様相を復元できるようなものではない。

弥生時代前期～後期前半の遺跡の調査例は少なく唯一、正箱遺跡で竪穴住居 1棟の調査例確認できる

(廣瀬 。西村1994)。 後期後半～古墳初頭に関しては調査例が多い。中間・西井坪遺跡は、唯一集落構成

の一端が半U明する後期後半末葉～古墳初頭の遺跡であるが、竪穴住居を欠落し掘立柱建物のみで構成さ

れる点が注目される (蔵本1999)。

古墳時代初頭～前期前半の古墳・集落は確認できない。前期後半には、中間。西井坪遺跡で古墳築造

・埴輪生産関係の調査例が見られる (大久保1996)。 埴輪生産では、焼成土坑に加えて作業場としての

性格が強い大型竪穴建物など一連の遺構・遺物が確認されている。生産された埴輪には、円筒に加えて

盾形などの形象埴輪を初めとして、箱形・割竹形 。円筒形の土製棺が確認できる。また、円筒埴輪・箱
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形土製棺は下流域の今岡古墳への供給が想定されており、古墳築造に際しての関与した地域圏の様相を

示す好例と言える。また、遺跡内には、少なくとも3基の古墳が含まれ、中間・西井坪 1号墳は前期後

半の前方後円墳である。 2・ 3号墳は円墳と考えられ、遺跡内の埴輪生産とは時期を違えて、中期後葉

に下る。

古墳時代末～古代の集落の検出例は多く、死塚遺跡 (6c末～7c中葉)。 中間 。西井坪遺跡 (6c

末～7c中葉,8c後半)・ 正箱遺跡 (8c後半～10c)が知られ、一見継続性の無いように見えるが、

狭い範囲を集落が移動している状況も想定できる。この中で注目されるのは、条里型地割の施工と関係

すると見られる建物の主軸方位である。6c末～7c中葉には、統一性の無い主軸方向から正方位への

変遷が死塚 。中間・西井坪遺跡で確認され、8c後半以降には、正箱遺跡 。中間。西井坪遺跡において、

N-9° 一E前後を測る条里型地割に合致した主軸方位に統一されていく現象が見られる。

当該期の地割溝自体は、正箱遺跡の一例に留まるものの、集落の建物主軸とその周辺のみに限定され

る形で条里型地割の施工が、遅くとも8c中葉には行われた現象を反映する可能性が考えられよう。ま

た、この3遺跡南方には、現状の条里型地割の中に取り込まれた形で、幅11～ 12m程度の余剰帯と呼ば

れる地割が東西方向に遺存している。この余剰帯は、ほぼ高松平野を東西に貫くように見られ、官道で

ある南海道に比定されている (金田1988)。 この部分を調査対象地とする川原遺跡.の予備調査ではこの

余剰帯を反映した形で東西方向の溝を確認している (藤好2003)。 現状で溝の開削時期は不明ながら、

南海道の敷設が正箱遺跡を初めとした集落の建物を含めた条里型地割の施工と深く関係している可能性

があり、今後とも注視する必要があろう。

中世には、古代に局所的に整備されたと考えられる条里型地割は、その範囲を拡大し、坪界溝の掘開

や集落の建物主軸や立地に影響を与えている。古代末と考えられる完新世段丘崖の形成 (高橋1993)と

同時に、多くの旧河道の埋没が完了しており、平坦化が進んだ段丘上に、条里型地割溝の施工を伴った

開発が進行したものと考えられる。発掘調査で確認された条里型地割坪界溝の多くは、14c以降に掘開

されたものが多い。

大久保徹也1996『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第二十五冊中間西井坪遺跡 I」香川県教育委員会 帥香川県
埋蔵文化財調査センター 日本道路公団
金田章裕1988『条里と村落生活J「香川県史第1巻通史編原始 。古代」香川県四国新聞社

蔵本晋司1999『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第三十二冊中間西井坪遺跡ⅡJ香川県教育委員会 ②香川県埋
蔵文化財調査センター他日本道路公団

信里芳紀2001『 中森遺跡J「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告平成11年度」香川県教育委員会 財団法人香川県埋
蔵文化財調査センター

藤好史郎他2003Fり ‖原遺跡 。本郷遺跡』「県道関係埋蔵文化財発掘調査概報平成14年度」香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化
財調査センター

樋本清輝・森下友子1997「死塚遺跡」『県道関係埋蔵文化財発掘調査概報平成 8年度J香川県教育委員会 ②香川県埋蔵文化財調査セ
ンター

廣瀬常雄 。西村尋文1994『県道山崎御厩線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告正箱遺跡 。薬王寺遺跡』香川県教育委員会

い香川県埋蔵文化財調査センター

森下英治2001『 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第三十七冊中間西井坪遺跡ⅢJ香川県教育委員会 0香川県埋
蔵文化財調査センター 日本道路公団
山本英之 。大嶋和則1997「御厩池遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報平成 8年度』香川県教育委員会

第 2項 予備調査の成果 (図 3～ 6)

中森遺跡は、当初、条里型地割が良好に遺存することから、香川郡条里B地区として保存協議が開始

された。中森遺跡とした部分は、同地区の約束半部に該当し、国道11号の南北両側に建設されるインタ

ーチェンジ部分が対象となる。対象地内には、店舗・家屋が多く見られることから、用地取得が完了し
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水田として利用されていた部分から、予備調査 トレンチを設定して本調査範囲を確定する方法が取られ

た。

予備調査は、平成10年度から平成11年度まで行われた。条里型地割の坪界線に相当する部分では、坪

界溝と考えられる溝状遺構が検出されたのを初めとして、これに付随する集落の存在が明らかにされた。

予備調査 トレンチ配置については、図3に示すとおりである。

条里坪界溝の可能性がある溝は4・ 7・ 14・ 15。 29ト レンチで検出されており、これらとほぼ同時期

に営まれたと考えられる集落は、調査対象地西半部の 1・ 2・ 4・ 12・ 22ト レンチで確認された。26～

27ト レンチを中心とした部分では古墳時代後期を中心とした溝状遺構を確認した。11・ 17ト レンチの部

分は、現状地割の乱れが示すとおり、谷状の地形の存在が明らかになった。

調査対象地東部では、19ト レンチで小規模な溝状遺構を検出しているものの、集落に関係した遺構の

存在は希薄と考えられた。香東川に隣接した現氾濫原面に相当する部分に設定した20ト レンチでは、埋

没旧河道上に営まれた中世から近世にかけての水田面を、21ト レンチでは砂礫層で埋まる旧河道を検出

している。

集落に関係した地下遺構が良好に遺存しているのは、 1・ 2・ 22ト レンチが所在する対象地西部と、

周知の中森 2号墳が含まれる12か ら15ト レンチを中心とした調査地中央国道南側の部分と判断された。

古墳時代に溝が存在する26～ 28ト レンチの部分は、所在不明となっている周知の中森 1号墳が存在して

いる可能性が高く、全面調査を実施する必要があると考えられた。対象地東部の氾濫原面に相当する部

分については、遺構の存在が希薄な点を踏まえて、予備調査をもって保護措置を終了することとなった。

これらの予備調査結果を総合的に判断して、図4示す5,330ぽ について平成10年度から平成11年度まで

本調査を実施した。

良好に地下遺構が存在している予備調査 トレンチの調査成果は、本調査成果に含めて紹介をすること

とし、ここでは本調査に至らなかったトレンチの調査成果を提示しておきたい。

17ト レンチ (図 5)

本 トレンチは、全体が谷地形に相当する。①層とした現耕作土と②層の床土の下位には、旧耕作土と考

えられる③～⑥層が0.35m程 連続して見られる。これより下位は、谷地形の埋没土となっており、掘削

範囲で底面の確認できていない。

出土遺物は見られなかったが、埋没土の特徴より上位の旧耕作土は中世から近世の年代が、下位の谷

地形の埋没土はこれより遡る所産と考えられる。国道南側のトレンチで、その延長部分が確認できない

ことから、対象地を三分する国道11号の部分で途切れるものと考えられる。

19ト レンチ (図 5)

現代の耕作土と床土の直下に基盤層である黄灰色粘土層が現れる。トレンチ中央部分では、並行する

小規模な2条の溝状遺構を検出した。出土遺物は見られなかったが、溝方位が遺跡周辺の条里型地割の

方向に合致することと、灰黄色シルトを中心とした埋没土の特徴から、中世以降の所産と考えられる。

20ト レンチ (図 6)

トレンチの位置は、香東川に近接した現氾濫原面にある。トレンチの大半は旧河道であり、その上面
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で水田層を確認した。水田耕土は、現耕作土①層と床土②層より下位に水平堆積する⑤⑦⑩⑫層と考え

られる。間層に自然堆積層を介在させないことから、面的な検出は断念した。土師質土器茶釜6や土師

質土器把手付鍋 7が出土していることから見て、中世後半期の年代が想定される。古代末以降に形成さ

れた氾濫原面における土地利用の一例を示していると考えられる。

21ト レンチ (図 6)

本 トレンチ全体が旧河道に相当する。現耕作土下は、すべて砂礫層によって構成されており、 トレン

チ周辺の現状地割の観察からは、20ト レンチの旧河道を切つて見られる比較的新しい段階の旧河道と考

えられる。遺物は一切出土しなかった。

1～ 5は、予備調査 2・ 12・ 22ト レンチから出土した遺物である。 8の瓦質土器焙烙は、予備調査時

に出土したものであるが、帰属するトレンチが不明なものである。

第 3項 層序 (図 7～ 9)

基本層序については、各 トレンチの壁面図を使用して説明することとし、対象地全体の層序を見るこ

ととする。

本遺跡が立地している扇状地の骨格をなすのは、広義の基底礫層と考えられる灰色砂礫層である。図

7は、基底礫層が確認されたトレンチを中心に、対象地の東西方向の断面模式図を作成したものである。

基底礫層は、東西にかなりの凹凸を見せながら堆積している状況が分かる。11ト レンチ付近では、現地

表面の標高にもその影響が現れている。高松平野で行われている地形環境分析では、基底礫層が盛り上

がったB・ Hト レンチ部分は埋没微高地 (旧 中州)に、11ト レンチを中心とした凹地は埋没旧河道に相

当するものと考えられる (高橋1994)。

基底礫層上面は、黄色系のシルト～粘土の細粒堆積物で覆われており、A・ Jト レンチ、B・ Hト レ

ンチではその埋没過程に残されたと考えられる旧石器ブロックが確認された。特に明瞭な微高地と考え

られるBoHト レンチで確認された旧石器類は、二次的な移動を受けていない形で出土していると考え

られる。

Glト レンチからAト レンチ間では、基底礫層が黄色シルト～粘土の細粒堆積物に厚く覆われ、自然

堤防状の地形を呈している。Aト レンチで確認された旧石器ブロックは、少数であるが分布する範囲が

限られることや出土レベルが一定しており、二次的な移動を受けている可能性は低い。旧石器が残され

た段階には、基底礫層の埋積が一定程度進んでいたものと考えられる。

Glト レンチ、23ト レンチでは、自然堤防間の泥炭層で埋まる旧河道を検出している。Glト レンチ

の旧河道で実施した火山灰分析では、姶良。丹沢火山灰と鬼界アカホヤ火山灰が混在して見られること

から、縄文期まで自然堤防の埋積が続いていた可能性が高い。

弥生時代から古代の遺構は確認されていないが、中世14c以降の条里型地割溝やそれに伴う集落は、

これらの旧河道が完全に埋没 。平坦化した段階で営まれている。条里型地割の施工を可能にした平坦な

地形面は、少なくともこの頃までに形成されたものと考えられる。

11ト レンチの部分は、この段階でも埋積が進んでおらず、条里型地割も確認することができない。縄

文期までに埋積された旧河道上面には、概ね中世以降と考えられる水田耕作土が連続して見られ、集落

の立地は現在まで希薄であつたと考えられる。
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次に各トレンチの基本層序について壁面図を用いて概観する。壁面図はトレンチ毎に作成しているが、

ここでは代表的なトレンチを抽出して説明することとする。

Aト レンチ南壁 (図 8)

現地表面から0.3m程 の現代耕作土と床土が見られた後、中世～近世期の遺構が検出される黄灰色粘土

が露出する。遺物包含層を介在させないことから見て、検出面は削平を受けていると考えられる。検出

面は、③～⑤層の黄色系の粘土層から構成されているが、離水に伴う色調の変化や乾痕の状況の差異に

よって分層されている可能性が高く、巨視的には同一層とすることができる。検出面下位の④層からは、

石核を中心とした旧石器類が少量検出されている。

Bト レンチ東壁 (図 8)

0.3m程にわたって見られる現在の水田耕作土と床土下位に、中世～近世段階の遺構検出面が現れる。

ここでも遺物包含層が見られない。検出面から0.2m下位には基底礫層と考えられる灰色砂礫層が見られ

る。旧石器は、基底礫層を覆う細粒堆積物である④～⑥層の黄色粘土～シルトより出土している。図7

を用いて検討したように、本トレンチは微高地(旧 中州)上に位置することもあり、基底礫層上面の堆積

層はきわめて薄い。更に、中世～近世段階の遺構検出面がかなりの削平を受けていることが予想される

ことから、散逸した旧石器も多いと考えられる。

主に④～⑥層を対象とした火山灰抽出分析では、すべての層位からATと鬼界アカホヤが混在して確

認されている。④～⑥層には明瞭な乾痕が見られることから、アカホヤ火山灰自体は旧石器ブロックが

形成された後、上層から混入したと考えられる。

Eト レンチ北壁 (図 8)

他のトレンチと同様に、現代の水田耕作土と床土が0.3m程見られた後、灰色粘土を主体とした中世段

階の遺構検出面に至る。床土である②層からは、中世後半の土器類がやや多く含まれることから、比較

的近年の水田開発に伴ってかなりの削平が行われたことが想定される。下層確認が実施できていないが、

検出面を構成する灰色粘土は、Glト レンチの泥炭層で埋まる旧河道の上面に見られた堆積層に類似し

ている。

Gト レンチ北壁 (図 9)

地表面より①層とした宅地造成伴う客土と、その下位に床土と考えられる②層力泊。3～ 0.4m程見られる。

更に、旧耕作土と考えられ層厚0.lm程を測る③～⑤層を除去すると遺構検出面が現れる。本トレンチで

確認した中世後半期の集落に関わる柱穴群は、⑩～⑫層とした黄色系の色調を示すシルト層上面で検出

しているが、一部旧耕作土である③～⑤層上面から穿たれたものも見られる。トレンチ西端では、検出

面より0。4m下位の位置で基底礫層と考えられ②層とした砂礫層を確認している。基底礫層は東に向かっ

て傾斜しており、⑩層とした泥炭層で埋まる旧河道が存在している。火山灰分析では、 1点試料ながら

姶良丹沢火山灰と鬼海アカホヤ火山灰の混在が確認されており、縄文期のある段階までに機能していた

ものと考えられる。

高橋学 1993「高松平野の地形環境―弘福寺山田郡田図比定地付近の微地形環境を中心に―」『讃岐国弘福寺領の調査 弘福寺領讃岐
国山田郡田図調査報告書』高松市教育委員会
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第 4項  A。 」トレンチの遺構 。遺物

(図 11～ 13)

Aト レンチでは、現状の条里型地割坪界線に合致す

る溝状遺構(1～ 3号溝)を 中心とした遺構を確認して

いる。トレンチ東部では、遺構検出面下層の粘土層か

ら小規模なまとまりをもった旧石器の出土を確認した。

Jト レンチは、条里型地割の坪界溝の検出を想定して、

Aト レンチに西側に設定したものである。トレンチ毎

に、調査成果を報告するが、位置関係からAト レンチ

と同時に報告することとしたい。

旧石器関係の遺物は、Bト レンチの調査成果ととも

に第12項に後述する。

写真 l Aト レンチ全景 南から

Aト レンチ 1号溝 (図 12・ 13,図版 2・ 3)

調査区西部で検出した溝であり、現状の条里型地割

の坪界線にほぼ合致する。上面幅2.5m深 さ04mを測り、

断面形は緩い逆台形に近いが、下位部分が更にU字状

に落ちる。下位部分は、ラミナが認められる砂層・砂

混じリシルトで埋没しており、恒常的な流水状態が想

定できる。上位の埋没土も下位とあまり差異が認めら

れないが、ラミナの発達が顕著ではない。

出土遺物には、内面に二次焼成の痕跡が見られる土

師質土器杯 9、 黒色土器椀高台部片10、 土師質土器鍋

口縁部11、 土師質土器足釜脚12がある。土師質土器鍋

口縁11のみ上層から出土しており、他のものは下層か

ら検出されたものである。

下層遺物の黒色土器椀10は、1l c頃 の所産と考えら

れるが、小片であるとともに、他に同時期の遺物が見

られないことから混入品の可能性が高い。半完形状態

|

図n A・ Jト レンチ平面

労

抄 `"
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ATr l・ 3号溝①

10灰色粘質土(地山塊含む,3号溝)
H灰色粘土(中砂混,3号溝)
12灰色Ⅸ l号溝)
13灰色粘質土(中砂混,1号溝)
14灰黄色粗Ⅸ 地山塊含む,1号渤

東
20。9

1暗灰色シルK床 J
2灰色粘質土(中砂混、地山塊少量含む,3号渤

3灰黄自色粘土ω 落土,3号溝)
4灰色粘土(中砂混,3号溝)
5.灰色以 下位に地山塊含む,1号渤

6灰黄色粗Ⅸ 地山塊含む,1号溝)

ATr 2号溝①

一―南     北
20.8

ATr 3号溝
2

1耕作土
2暗 灰色シル K床 土)
3暗灰色シルK旧耕作D
4灰色粘質土(地山塊含む,3号溝埋土)
5灰色粘土(地 山塊少量含む ,3号 鴻曜土)

1淡灰自色砂質土
2灰色粘質土(地山塊含む)

ATr l・ 3号溝②

ゴヒ
21.0

図12 Aト レンチ 1～ 4号溝断面

に復元された土師質土器杯の年代観から、本溝が14c以降に埋没が開始されたと考えたい。

Aト レンチ 2号溝 (図 12・ 13,図版 2・ 3)

トレンチ北側で検出された溝である。 トレンチ北側に存在し条里型地割に合致する現水路と重複した

状態で検出してお り、本溝はこれに先行する坪界溝と考えられる。

上面幅 1。lm以上、残存深度0.15mを 測 り、 トレンチ西端では、南北方向の坪界溝である 1号溝を切 り
込む。 Jト レンチで、本溝の延長が確認されていないことから、A・ 」トレンチ間の坪界線である現水

路部分でクランクまたは途切れる可能性が高い。

13～ 22は 出土遺物である。主なものには、肥前系陶器皿13、 土師質土器火鉢14、 土師質土器足釜15・

16・ 18・ 19、 備前焼甕20・ 21、 瓦質土器焙烙口縁 17、 須恵器壺胴部片22がある。

中世段階の遺物を多 く含むが、 1号溝など先行する坪界溝からの混入品の可能性があり、肥前系陶器

皿13や瓦質土器焙烙17の年代観から、17c以降の掘開と埋没開始を想定しておきたい。
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Aト レンチ 3号溝 (図 12・ 13,図版 2・ 3)

トレンチ西端の 1号溝と並行して見られた後、東へほぼ直角に屈曲する溝である。屈曲部分が現状の

条里坪界線の交点と合致することから、南北方向の坪界溝から東西方向の坪界ヽ分岐する溝と考えられ

る。上面幅2.0～ 2.5m残存深度0.3mを 測る。埋没土の上層では並行する 1号溝を切り込む状態が断面で

観察できるが、顕著な差異が見られないことから、埋没過程における前後関係が表現したと考えられる

ことから、 1号溝と同時並存した可能性が高い。

出土遺物には、土師質土器鍋口縁23・ 24、 須恵質焼成の橘鉢25がある。いずれも小片であり時期決定に

難があるが、1号溝との関係から、本溝に関しては14c以降の掘開と埋没開始時期を想定しておきたい。

Aト レンチ 1号不明遺構 (図 13,図版 2・ 3)

トレンチ西部において、 2号溝に切られる形で検出した遺構である。南部を予備調査 トレンチに破壊

されているが、小規模な溝状遺構の可能性が高い。

出土遺物には、土師質土器足釜脚部片26、 退化の進んだ土師質土器鍋口縁部27がある。

」トレンチの遺構
。遺物 (図 11)

」トレンチは、東西方向の条里坪界線の検出を想定して調査を実施したが、平面遺構は一切確認され

なかった。Aト レンチで確認された 2号溝に対応する条里坪界溝は未確認である。Aト レンチ東部にお

いて、小規模なまとまりをもった旧石器が確認されていることから、検出面下位の調査を実施したがサ

ヌカイト製の横長剥片を 1′点採取したにとどまった。これについては、他の トレンチのものと合わせて、

第12項に後述することとしたい。
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第 5項  B◆ Hト レンチの遺構 。遺物 (図 14015)

本トレンチ部分は、調査前に水田として利用されており、北 。西端に現状の条里型地割坪界線が通過

する形になる。地下遺構では、これらに関係する溝を中心とした遺構を検出した。また、 トレンチ内に
周知の中森 2号墳が含まれる。調査の結果、内部遺構は存在せず、近世段階の溝が埋没した後の比較的

新しい段階に構築されたものと判明した。

検出面上には、基底礫層が露出する箇所が多く、 トレンチ全体が旧中州(微高地)に相当すると考えら
れる。基底礫層を覆う細粒堆積物からは、3基の旧石器ブロックが検出されており、その成果について

は、第12項において後述する。
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図15 Bト レンチ15・ 16・ 17号溝,Hト レンチ 1号溝,中森 2号墳断面及び出土遺物

Bト レンチ15号溝 (図 15)

トレンチ西部で検出したL字状に延びる小溝である。17号溝を切り込んで北へ屈曲したのち、中森 2

号墳の下位へ延びる。出土遺物は見られなかったが、17号溝より更に後出することから、近世以降の比

較的新しい段階の所産と考えられる。

Bト レンチ16号溝 (図 15)

トレンチ中央部を南北方向に延びる溝である。上面幅0.4m残存深度0。lmを 測り、出土遺物は見られ

なかったが、17号溝と同様の埋没土をもつことから、近世以降の所産と考えられる。

Bト レンチ17号溝 (図 15)

トレンチ西部で検出した上面幅0.6m残存深度0.2mを 測る溝である。方向・検出位置が遺跡周辺の条

里型地割に合致し、北端部は、15号溝に切られている。

出土遺物に、施釉陶器甕28・ 30、 肥前系磁器碗29、 中国産自磁皿31が見られる。

Hト レンチ 1号溝 (図 15,図版 6)

Hト レンチ北部を条里型地割に合致する形で東西に伸びる溝である。北側の立ち上がりは、現在のコ

ンクリート畦で破壊されているが、現状で上面幅0.4m、 残存深度0.15mを 測る。

出土遺物には、肥前系陶器刷毛目鉢32、 土師質土器鉢33が見られる。概ね18c以降の掘開・埋没開始

時期を想定しておきたい。

l                             ′33

0      (S=1:4)      2∝ m HTr l号溝
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中森 2号墳 (図 15,図版6)

トレンチ北西部に現存していた、塚状

の遺構である。断ち割りを実施した結果、

礫を多く混じえる表土層の内部に明確な

盛土層や施設の存在は確認できなかった。

5層 は、前述した近世以降の年代が想定

される17号溝の埋没土であるが、更にそ

の上位に近世以降の耕作土と考えられる

3・ 4層が見られることから、塚状の高

まりは近年に造成されたものと考えられ

る。                         写真2 中森 2号墳の現況
出土遺物には、肥前系陶器鉢34・ 35な どに混じってガラス瓶などが含まれていた。

第 6項  Cト レンチの遺構・遺物

トレンチ南部の 5号溝を中心とした近

世段階の遺構を検出している。調査前は

水田として利用されており、地表面下0。3

m程の位置にある黄色粘土層の遺構検出

面まで、遺物包含層を介在させることは

ない。検出面は近年の水田造成に伴って

かなりの削平を受けているものと考えら

れる。

Cト レンチ 5号溝 (図 17,図版 7)

上面幅2.6～ 3.6m、 残存深度0。4～ 0.5m

(図 16・ 17)

を測る大形の溝であり、 トレンチ内で西へ90° 屈曲する。断面形は緩い逆台形を呈し、中位から下位に
かけて滞水状況を想定される粘土層で埋没している。南側の立ち上がりには不定形の張り出す箇所が見

られるが、溝上位の耕作土と考えられる埋没土で充填されていることから、埋没後に攪拌を受けたと部

分と考えられる。

クランクする平面形や、流水が想定できない埋没土の特徴から、何らかの施設の区画に伴う溝である

可能性があるが、調査範囲内でこれを推定する材料はない。

出土遺物には、須恵器杯口縁37、 肥前系 ?陶器皿38、 陶器瓶39、 須恵器短頸壺40、 土師質土器足釜33

が見られる。須恵器杯37、 短頸壺40は 明らかな混入品である。土師質土器足釜脚部片33が見られること

から、掘開時期が中世に遡る可能性があるが、肥前系陶器皿38の存在から18c以降の近世段階の遺構と

考えておく。

Cト レンチ 7号溝 (図 17)

トレンチ東部で検出した上面幅上面幅0.6m、 残存深度0.lm程の溝であり、 5号溝を切 り込んで南北に

写真 3 Cト レンチ全景 東から
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図16 Cト レンチ平面

延びる。出土遺物には、肥前系陶器皿42が見られることから、概ね17c代 に埋没した溝と考えられる。

Cト レンチ 1号土坑 (図 17)

トレンチ中央やや北寄りの部分で検出した土坑である。長軸1.2m短軸0.8mの楕円形を呈し、残存深度

0.4m程 を測る。埋没土全体に地山塊が含まれ掘開後短期間に埋め戻されたものと考えられる。出土遺物

は見られなかったが、埋没土の特徴から近世段階の所産と考えられる。

Cト レンチ 2号土坑 (図 17)

長軸2.Om短軸1.3m程 を測る楕円形を呈する土坑である。埋没土中に地山塊を多く含み、 1号土坑と同

じく埋め土と考えられる。出土遺物には、須恵器皿口縁部44、 肥前系陶器皿45が見られる。古代期の須

恵器皿44は混入品であり、肥前系陶器皿45の年代観から17c頃に埋没したものと考えられる。

-27-
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Cト レンチ3号土坑 (図 17)

トレンチ西部で検出した土坑である。直径0.8m程 を測る円形土坑であり、残存深度は0。lmを測るに過

ぎない。出土遺物に肥前系陶器刷毛目小碗46が見られることから、18c代 に埋没したものと考えられる。

Cト レンチ柱穴群 (図 16・ 17)

トレンチ北西部を中心として14基の柱穴を検出しているが、建物復元に至っていない。この内、4号

柱穴から中世15c頃 と見られる土師質土器皿43が出土しているが、埋没土の特徴がトレンチ内の近世段

階の土坑と類似することから、該期の所産と考えられる。

第 7項  Dト レンチの遺構・遺物 (図 18～ 20)

調査前は、水田として利用されていた。地表面下には、耕作土が0.3m程見られた後、0。lm程の床土

と考えられる薄層を除去すると、検出面である黄色粘土層に至る。遺物包含層を交えないことから見て、

検出面は、かなりの削平を受けているものと考えられる。遺構密度は高くなく、柱穴・溝が散漫な状態

で検出されている。

1号掘立柱建物 (図 19,図版 8)

トレンチ南西部で検出した 1間 ×3間 (3.6

m× 5。8m)の柱構造をもち、20。8ぽの床面積

を測る掘立柱建物である。建物主軸は座標北

から101° 東偏するもので遺跡周辺の条里型

地割に合致する。柱間に統一性が見られない

が、各柱穴に柱痕が見られることと北東隅柱

の24号柱穴から完形の土師質土器杯47が出土

していることから、現地調査の段階で建物と

して復元している。

24号柱穴から出土した土師質土器杯47の法

量・形態から14c頃 に廃絶した建物と考えて

おきたい。

Dト レンチ18号溝 (図20,図版 8)

トレンチ西部で検出した溝である。 トレン

チ西壁のラインに重複して検出している。西

壁のラインは、現状の条里型地割坪界線に相

当することから、本溝は先行する坪界溝と考

えられる。西側の立ち上がりは、水路設置に

伴う攪乱によって破壊されているが、現状で

上面幅0.5m以上、残存深度0.5mを測る。

出土遺物には、土師質土器杯口縁48が見ら

√

―一南

0…

Jヒ
21.5

(S=1:80)        4m

0          (S=1:4)       20cm

レンチ 1号掘立柱建物平・断面及び出土遺物図19 Dト
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れることから、14c頃 までには掘開されたもの

と考えられる。

Dト レンチ19号溝 (図20,図版9)

トレンチ北部で検出した小溝である。上面幅

0。4m残存深度0。2mを測り、溝底へ向かって2段

に落ちる断面形をもつ。出土遺物は見られなか

つたが、中世段階の18号溝と同様の埋没土をも

つことから、14c代の所産と見られる。

Dト レンチ20号溝 (図20,図版9)

弓 卜 暉 栞‰
1

哩 蒻
1

__西

0    (S=1:30)    lm
1時薬綺色粘質士

-1

可乙留Ъ溝

23号柱穴

2∝m

図20 Dト レンチ18～ 20号溝断面及び出土遺物

トレンチ北西部を南西から北東方向へ延びる小溝である。現在の耕作土直下で検出していることから

かなりの削平を受けているものと考えられ、辛うじて残存している状況である。出土遺物は見られなか

ったが、中世段階の18号溝と同様の埋没土をもつことから、14c頃の所産と推定しておきたい。

Dト レンチ23号柱穴 (図 18)

本柱穴は、 1号建物内部ほぼ中央に位置することから、床束等の可能性を考えたが、床張りの建物と

しては極めて小規模である点と、柱間にバラツキがあることから、建物に含めて考えていない。出土遺

物には、土師質土器皿49が見られる。

また、削平によって消滅した柱穴も多いと考えられることから、 1号掘立柱建物と別の建物に関係し

た柱穴と考えられる。

第 8項  Eト レンチの遺構・遺物 (図21～ 37)

本 トレンチでは、ほぼ全面にわたって中世

後半期の建物を構成する柱穴群・溝などの集

落に関わる遺構を検出している。調査前は 1

筆の水田であり、地表面下には0。3m程の耕作

土が見られる。これらの下位には、中世から

近世段階の遺物を包含し旧耕作土と考えられ

る黒灰色粘土力泊.lm程見られた後、遺構面出

面に至る。調査面積が小規模であるに関わら

ず、多くの遺構を検出した。

主なものとして、 トレンチ中央部の想定床

面積65ぽ を測る 1号建物を中心にして、 5棟程度の掘立柱建物と、 1号井戸や建物区画に関係する 9～

13号溝などの付帯施設が検出された。 トレンチ西部と東側の Iト レンチにおいて、遺構が存在する気配

を見せないことから、集落の東西の範囲についてはほぼ把握することができた。

国道を挟みGlト レンチにも、同時並存する集落関係の遺構を確認しているが、井戸等などの付帯施

設を備えていることから見て、Eト レンチとは別の集落単位と把握できる。

DTr18号溝
東
21.4

写真 4 Eト レンチ全景 北から
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1号掘立柱建物 (図 23・ 24,図版10)

トレンチ中央部に存在する東西棟の大形掘立柱建物である。現地調査の段階で把握しているが、整理

作業の進捗に伴い、建物に含める柱穴の若干の変更を行っている。

主軸は座標北から101° 東偏するもので、遺跡周辺の条里型地割に合致する。建物規模は、梁間2間 (西

側4.8m,東側5.2m)、 梁間 5間 (13。Om)、 床面積は65ぽを測り、平面形は桁行の長い長方形を呈する。

柱間は、梁間西側柱列で2.4m、 東側柱列で2.6mを 測る。桁行では、南北両側の柱列で西から2.6m、 2.4

m、 2.Om、 2.Om、 2.4mと なり、建物中央の柱間が短い。

棟持柱と考えられる梁間中央の120・ 128号柱穴を結んだ直線上には、桁行柱穴の位置に対応して西か

ら19・ 7・ 10号柱穴が見られ、東柱に相当するものと考えられる。

また、桁行の43・ 56号柱穴間に東柱を認められないことから、土間等の建物内における空間利用の差

異が反映されているかもしれない。

柱穴の平面形は円形を基本とするが、その規模は0。2mか ら0.6m程のバラツキがある。大形のものには、

柱痕が見られないことから、抜き取りに起因する可能性がある。柱痕が確認できる柱穴を見ると、直径

0.15～ 0。2mを測り、黒褐色粘土に置換された状態であった。

床面積と床張りの建物構造から、当該期の屋敷地における中心的な建物であった可能性が高い。また、

後述する2号掘立柱建物とほぼ重複する位置で検出されていることから、柱穴の切り合い関係は存在し

ていないが、2号掘立柱建物を拡張する形で立て替えが行われた可能性も考えられる。

50～59は各柱穴からの出土遺物である。土師質土器杯50は 103号柱穴の埋め土から出土した。土師質土

器51は東柱である10号柱穴からの出土。52の土師質土器杯小片は、南側桁行の54号柱穴埋め土から見ら

れた。土師質土器杯32は、北側桁行の38号柱穴から出土している。54の土師質土器杯は、50と ともに103

号柱穴の埋め土から見出された。

土師質土器茶釜口縁55は、32と ともに北側桁行の38号柱穴からの出土。土師質土器把手付鍋56は北側

桁行127号柱穴。土師質土器橘鉢底部片57は、南側桁行の56号柱穴から出土した。備前焼甕58は、52と と

もに南側桁行の54号柱穴埋め土内から出土している。備前焼橘鉢底部片59は、南東隅柱156号柱穴から出

土した。

すべての遺物について柱穴内の出土位置が記録できた訳ではないので、出土遺物全体の帰属時期から

建物の存続期間を推定する。土師質土器杯53・ 54は、口径・器高から見て14c頃の年代が想定できるが、

55の土師質土器茶釜や56の土師質土器把手付鍋は16cの所産と考えられる。古相を示す遺物は、先行す

る建物からの混入と判断し、本建物は16cを 中心とした時期に機能・廃絶したものと考えたい。

0

万

又、`
55

Cm

レンチ 1号掘立柱建物出土遺物
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2号掘立柱建物 (図25,図版10)

トレンチ中央部で 1号掘立柱

建物と重複して確認された東西

棟の掘立柱建物である。現地調

査で把握しているが、検討の結

果、建物を構成する柱穴を若干

変更するに至っている。

主軸は、座標北から98° 東偏

し、遺跡周辺の条里型地割とほ

ぼ合致する。建物規模は、桁行

3間 (7.Om)、 梁間東側 2間 (3.68

m)、 西側 1間 (3.8m)、 床面積

は25。2ぽ を測 り、平面形は整っ

た長方形を呈する。梁間西倶1は、

棟持柱を欠損 し1間 となってお

り、建物に付随する庇とも考え

られるが、他の桁行柱穴間の長

さとさほど違いが見られないこ

とから、建物西側は当初より開

放されていた可能性も考えられ

る。

柱間は、桁行で西から4.2m、

4.4m、 4.4mと なる。梁間では、

東側の柱穴列で南から1.88m、

1.8m、 西側で1.9mを 測る。建

物内東惧1には、桁行の柱穴に対

応して50。 172号柱穴が確認で

きることから、床面積が小規模

ながら東柱に該当するものと考

えられる。

柱穴の平面形は直径0.3～ 0.4

m程のやや歪な楕円形を呈して

おり、北西隅柱のみ直径0。2m程

の小形のものとなるが、柱痕の

部分しか調査し得なかった可能

性が高い。

60～ 64は出土遺物である。土

師質土器杯60は東柱と考えられ

%T¬_rT¬__玉旦I■単二型2________型撃
m

図25 Eト レンチ 2号掘立柱建物平・
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る50号柱穴から出土している。土師質土器杯61・ 62は、北西隅柱である21号柱穴からの出土遺物である。

備前焼甕63・ 64は 91号柱穴から出土しており、同一個体と考えられる。

柱穴内における出土位置 。層位の確認が出来ていないが、土師質土器杯60～ 61の形態から、本建物は

15c前半に廃絶したものと考えておく。

3号掘立柱建物 (図26,図版10)

トレンチ東部の11号溝西側において検出した南北棟の掘立柱建物である。主軸は、座標北より10° 東

偏し、遺跡周辺の条里型地割に合致する。規模は、桁行 4間 (8。 8m)、 梁間1間 (4。 Om)、 床面積35.2♂

を測り、平面形は整った長方形を呈する。

柱通りは概ね良好であり、柱間は、桁行の柱列の北から2.Om、 2.Om、 2.6m、 2.Omと なっており、建

物中央の柱間が長い。柱穴の平面形は円形から楕円形を基本とし、規模的にバラツキがある。現地調査

の段階で把握しているが、断面の記録が作成できていないことから、平面規模の差異が抜き取り等に起

因するかどうかは不明である。

床面積力も5.2ぽ を測ることから、集落内における中心的な建物である可能性が高いが、 1号掘立柱建物

と重複することから、前後関係をもつものと考えられる。また、建物北 。東側に隣接する10。 11号溝は、

雨落ち溝的な性格をもつものと考えられる。

65～ 70は出土遺物である。古瀬戸瓶子あるいは花瓶と考えられる65は、日縁・頸部 。体部などの4点

の破片が見られ、49号柱穴をはじめ建物に隣接した 9。 10011号溝からも出土している。接合関係は確

認できないが、当時は奢修品であったことを考慮すれば、同一個体と考えられる。

66・ 67は 60号柱穴から出土した土師質土器皿。土師質土器杯68、 備前焼甕69は 65号柱穴からの出土。

70の備前焼甕体部片は、47号柱穴と11号溝より出土した破片が接合した。

土師質土器皿66・ 67の形態から、15c前半に廃絶した建物と考えられる。

4号掘立柱建物 (図26,図版10。 11)

トレンチ北西部で検出した南北棟の掘立柱建物であり、約北半分が調査地外となる。主軸は、座標北

から12° 東偏し、遺跡周辺の条里型地割に合致する。現状での規模は、梁間南側 1間 (3.6m)、 桁行 2

間 (4.2m)、 床面面積15。 12ぽを測る。

現地調査の段階では、建物周囲の柱穴を、日隠し塀などの柵列として記録が作成さているが、整理作

業の進捗に伴い、位置関係や規模から判断して、本建物に伴わないものとして除外した。

柱間は、桁行の東西柱列ともに南から1.lm、 1.Omを 測り、柱通りも良好である。柱穴の平面形は円形

から楕円形を呈し、桁行東側の102号柱穴には詰石が確認できる。柱痕等の確認は行えていない。

71は、102号柱穴より出土した土師質土器杯小片である。法量・形態から15cを 中心とした時期が想定

され、本建物の廃絶時期を該期に推定しておく。

5号掘立柱建物 (図26)

トレンチ北西部で検出した東西棟の掘立柱建物である。整理作業の段階で復元している。建物主軸は、

座標北から100° 東偏するもので、遺跡周辺の条里型地割に合致する。規模は、梁間1間 (2.8m)、 桁行

2間 (4.7m)、 床面積13.16ぽを測る。柱間は、桁行の東西両側の柱穴列で西から2.4m、 2.2mと なり、
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柱通りも良好である。

床面積に比例して、柱穴も小規模なもので占められる。トレンチ内の同時期の建物の中では、最も小

形であり、母屋と考えられる 1号掘立柱建物などに付随する小屋的な建物と考えられる。

72は土師質土器皿であり、99号柱穴から出土した。73は古代と考えられる須恵器蓋の摘み部の小片で

あり、混入品と見られる。土師質土器皿72の形態から、本建物は15cに廃絶したものと考えられる。

9号溝 (図 27・ 28,図版11)

トレンチ中央部の掘立柱建物群東側に存在する南北溝

の一つである。3号掘立柱建物北側から北東方向へ延び

11号溝と合流する。

平面及び断面で11号溝に切られる形で図示している

が、巨視的には同一の埋没土とすることができる。出土

遺物にも両遺構間で接合する個体も多く見られたことか

ら、11・ 12・ 13号溝と同時並存する可能性が高い。

74～ 78は出土遺物である。74は須恵器平瓶の回縁部で

あり、他のものと明らかに時期を違えることから、混入

品と考えられる。75。 76は土師質土器皿。77は備前焼甕

の胴部片である。78は刀子の可能性もあるが、不明鉄器

とすべきものである。

土師質土器皿の法量・形態から、15cを 中心とした時

期が与えられる。他のトレンチ東部の溝状遺構と接合関

係をもつものについては、後述する。

10号溝 (図 27・ 28,図版11)

3号掘立柱建物北側の雨落ち溝と考えられる遺構である。方向は、 3号掘立柱建物の梁間北側に沿っ

て東西方向に見られ、 9・ 11号溝に接続する。

79～83は 出土遺物である。79～80は土師質土器皿、80の 口縁部内外面には煤の付着が確認できる。81

は、広 く面取りされる口縁部をもつ土師質土器杯。82は須恵器壺底部片である。83は土師質土器足釜口

縁。

須恵器壷底部82がやや古相を示すが、土師質土器杯・皿の形態・法量から15cを 中心とした時期が想

定される。

11号溝 (図 27・ 28,図版11)

トレンチ東部を南北に延びる溝である。方向は、 トレンチ内の建物と同様に遺跡周辺の条里型地割に

合致している。北部では 9号溝と重複し、南部では12号溝を介して13号溝と接続しているが、埋没土に

切り合い関係は見られない。本溝を含めて、12・ 13号溝より東側には、建物が存在する気配を見せない

ことから、中世後半段階の集落の東限を示す溝である可能性が高い。

写真 5 Eト レンチ 9～ 13号溝全景 北から

-38-



東 21.6  __西

″〃ン）。。
1黒灰色シルКll号溝)
2暗灰色粘質土(11号溝)
3灰黒色粘質土恢黄自色粘土プロック多く混,9F」L溝 )
4暗灰黒色砂混粘質土(9号溝)

東工 … P北エ
1黒灰色シルKH号詢
2暗灰色粘質土(11号溝)
3灰黒色粘質土恢黄自色粘土プロック多く混,9号D
4暗灰黒色砂混粘質土(9号溝)

一一西        ③10

3

%~「可~準ユFゴニ三翌堅生__」fm
東 21.6

m

図27 Eト レンチ 9～ 13号溝平・断面

84～ 99は、出土遺物である。これら以外の他の溝と接合関係をもつものについては、後述する。84～

87は土師質土器杯。86・ 87は、日径・器高がやや大振 りであるが、日縁部を広 く面取りを行う点で他の

ものと共通する。88は須恵器壺胴部片。89。 90は土師質土器把手付鍋である。91は、口縁部が内側に折

れ曲がる土師質土器橘鉢であり、産地不明である。92の橘鉢は、やや硬質に焼き上げられている。93も

土師質土器橘鉢口縁部と考えられるが、91に比べ口縁部内面の折れ曲がりが顕著ではない。

94。 95は土師質土器火鉢の底部・脚部片である。96～ 98は亀山焼甕の口縁・胴部片である。99に鉄製

釘であり、錆化が著しい。

12号溝 (図 27・ 28,図版11)

11号溝と13号溝を連結させる形で検出した小溝である。前述したとおり、両者に切り合い関係は見ら

れない。100～ 102は出土遺物。100は土師質土器橘鉢であり、日縁部が内側に折れ曲がる。106は土師質

土器把手付鍋。102は底部に回転糸切り痕が見られる須恵器瓶子であり、古代期の篠窯産の可能性がある

ことから、混入と考えられる。

13号溝 (図 27・ 29,図版11)

トレンチ北東部で検出した円形の落ち込みである。溝としての平面形をもたないが、12号溝を介して

11号溝へ繋がることから、溝として報告する。規模は、現状で南北 6m、 東西3.2mの楕円形を呈し、深

さ0。2mを測る。

溝底は概ねフラットであり、12号溝と接する部分がやや高くなっている。堆積土は黒灰色シル トによ

って埋没しており、11号溝など周囲の溝状遺構と共通している。建物等の分布状況から、11号溝と同様
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に、本 トレンチ中央部の中世集落の東限を示す溝と考えられる。

103・ 104は土師質土器皿。104の外面には、回転ヘラ切りの始点と考えられる沈線状の溝が確認できる。

105は土師質土器杯。106は、須恵器壺底部片である。107～ 115は土師質土器橘鉢。116～ 120は土師質土

器把手付鍋と考えられる。121・ 122は土師質土器茶釜。123～ 126は土師質土器鍋口縁部。
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図30 Eト レンチ 9～ 13号溝遺構間接合出土遺物

遺構間接合の遺物 (図30,図版11)

128～ 138は、 9～ 13号溝を中心として複数の遺構間で接合した遺物である。土師質土器128・ 129は、 9

号溝と11号溝出土の破片が接合した。土師質土器橘鉢130は、11号溝と12号溝との間で接合関係が確認さ

れた。土師質土器火鉢131は、11号溝、12号溝、13号溝それぞれから出土した破片が接合したものである。

土師質土器把手付鍋132・ 133は、11号溝と12号溝との間で接合関係が見られた。土師質土器把手付鍋
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134は 12号溝と13号溝で接合したものである。土師質土器把手付鍋135は、11号溝と12号溝間で接合した。

土師質土器把手付鍋136と 備前焼甕138は、11号溝、12号溝、13号溝の破片が接合したものである。

これらの接合関係から、 9～ 13号溝は、同時並存していた可能性が高いと考えられる。

1号井戸 (図31～ 33,図版12)

トレンチ北東隅で検出された井戸である。長軸5。7m、 短軸4.7m程 の楕円形を呈し、南部に8号溝とし

た小溝が取り付く。断面形は、ほぼフラットな底面から立ち上がりが漏斗状に広がるもので、上位には

テラス状の矮小な平坦面が見られる。

埋没土は、最上位である1層 とこれより下位の埋め土に大別できる。下位は、基盤層のプロックを多

く含むものであり、井戸枠として据えられていたと考えられる人頭大の石材を多く含む。廃絶時に丼戸

枠の抜き取り等の攪乱が及んだ後の埋め土と考えられる。

井戸枠と考えられる木材や、井戸枠設置時の裏込めと考えられる層位は確認できない。

最上位の①層は、埋め戻し後の窪地に堆積したものと見られる。

139～ 166は下層から出土した遺物

である。139～ 142は土師質土器杯。

143は須恵器杯目縁部であり、他の

ものと明らかに時期を違えることか

ら、混入品と考えられる。144は青

磁碗である。

146は鍔部の形態から見て土師質

土器足釜、146は土師質土器把手付

鍋と考えられる。         ~

146は 口縁部が内側に湾曲する国

分寺楠井窯産の土 師質土器鍋。

148・ 149は土師質土器把手付鍋であ

る。150・ 154は瓦質焼成の橘鉢であ

り、口縁部形態から国分寺楠井窯の

製品と見られる。

155は、先細 りの口縁部と外面に

残る接合痕から、国分寺楠井窯産の

橘鉢と考えられる。156～ 158は土師

質土器足釜脚部片。

159～ 162・ 164・ 165は備前焼甕の

胴部 。底部片である。163は内面に

真土と考えられる精良な粘土が付着

することと、内面から外面へ向かっ

て熱変と考えられる色調の変化が認

められることから、土製鋳型と考え

Ю
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＝

”
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られる。上層出土の溶解炉片181と合わせて、当該期の集落内における鋳造関連遺物とすることができる。

166は、流紋岩製と考えられる砥石であり、上面には分割時のものと考えられる線状痕が見られる。

167～ 182は 上層からの出土遺物。167・ 168は土師質土器杯である。169は須恵器壺の胴部片である。

170。 171は土師質土器把手付鍋。

172・ 173は 土師質土器足釜脚部片である。174～ 178は橘鉢であり、175は須恵質、176・ 177は 瓦質、

174。 178は土師質である。174。 176～ 178は 国分寺楠井窯産、須恵質の175は備前焼の可能性がある。
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181は、内面から外面にかけて、熱変

と考えられる色調の変化が観察できるが、

内面に溶融と考えられる気泡が見られる

ことから、溶解炉等の鋳造関連遺物であ

る可能性が高い。182の銭貨は、「祥符通

費」である。

出土遺物の中で、在地での編年網が確

立している国分寺楠井窯産橋鉢を見ると、

楠井Ⅱ-3期からⅢ期にかけてのものと

判断できる。この年代観を援用して、本

遺構は16c前葉に埋没したものと考える。

6号不明遺構 (図34,図版12)

トレンチ南東部で検出した土坑状の遺構である。埋没土中には、拳大の砂岩礫と地山塊と考えられる

粘土ブロックが多く含まれていた。出土遺物には、土師質土器皿183、 土師質土器杯184が見られること

から、14c後半頃に埋め戻されたものと考えられる。

7号不明遺構 (図34)

トレンチ南東部で検出した大形土坑である。南東部隅が一部調査区外となるが、長軸4.3m、 短軸2.7m

程の隅丸方形を呈するものと考えられる。

出土遺物には、土師質土器杯185、 備前焼橘鉢体部片186、 須恵器甕体部片187、 土師質土器足釜脚部

188が見られる。土師質土器杯185の形態から、15c頃 に属する遺構とと考えられる。

8号不明遺構 (図34,図版12)

トレンチ中央北寄りの部分で検出した土坑であり、北半部が調査区外となる。底面の東側には、人頭

大の砂岩礫を円形に配した部分が見られ、井戸枠のようにも見ることができる。しかし、下部施設が確

認できないことから、これらの砂岩礫の機能は不明である。

埋没土中には、地山塊が多く見られることから、人為的な埋め土と考えられる。

出土遺物には、土師質土器杯189～ 191、 土師質土器橘鉢192、 備前焼甕193が見られる。土師質土器杯

189～ 191の形態や国分寺楠井窯産と考えられる土師質土器橘鉢193の年代観から、本遺構は16c前葉に

埋め戻されたものと考えられる。

10号不明遺構 (図35)

トレンチ中央部の南壁に沿って確認された長楕円形を呈する溝状の落ち込みである。出土遺物は確認

できない。南側の立ち上がりなど大半が調査区外となることから不明な点が多いものの、 1号掘立柱建

物などトレンチ内の建物の南側に方向を揃えて見られることから、建物群南辺を区画する溝状遺構の可

能性も考えられる。

写真 6 Eト レンチ 1号井戸全景 北西から
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図34 Eト レンチ 6～ 8号不明遺構平 。断面及び出土遺物

7号不明遺構

187 7号不明遺構
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H号不明遺構

Cm

図35 Eト レンチ10・ 11号不明遺構平・断面及
び出土遺物

11号不明遺構 (図35)

トレンチ中央部で検出した楕円形の土坑である。出

土遺物には、土師質土器杯194が見られることから、

15c頃の所産と考えられる。

柱穴出土遺物 (図36・ 37)

Eト レンチでは、数多くの柱穴を確認したものの、

建物復元に至らなかったものも多い。

ここでは、柱穴出土遺物をまとめて掲載している。

詳細については、表 3を参照していただきたい。

195～ 206は 9号柱穴、206～ 212は42号柱穴から一括

して出土したものである。

平面図等の記録が作成できていないが、これらの柱

穴は掘立柱建物が集中するトレンチ中央部に位置して

いることから、地鎮に関係した柱穴であった可能性も

考えられる。

遺構外出土遺物 (図37)

266～ 277は遺構外出土遺物である。278は身部を欠

損しているものの、袋部が確認できることから鉄撃と

考えられる。279は形態から、鍛冶炉床に形成される

椀形鍛冶滓と考えられる。

10号不明遺構

番号 遺構名 器種名 番号 遺構名 器種名 番号 遺構名 器種名 番号 遺構名 器種名

9号柱穴 土師質土器 皿 61号柱穴 土師質土器 月ヽ皿 88号柱穴 土師質土器 杯 96.97号柱穴 土師質土器 橘鉢

9号柱穴 土師質土器 皿 71号柱穴 土師質土器 月ヽ皿 232 94号柱穴 土師質土器 皿 22号柱穴 備前焼 甕

9号柱穴 土師質土器 皿 215 58号柱穴 土師質土器 皿 96.97号柱穴 土師質土器 杯 100号柱穴 土師質土器 播鉢

9号柱穴 土師質土器 皿 94号柱穴 土師質土器 皿 63号柱穴 土師質土器 杯 130号柱穴 土師質土器 鍋

9号柱穴 土師質土器 皿 104号柱穴 土師質土器 皿 78号柱穴 土師質土器 杯 253 85号柱穴 土師質土器 鍋

9号柱穴 土師質土器 皿 96.97号柱穴 土師質土器 皿 94号柱穴 土師質土器 杯 14号溝 土師質土器 土鍋

9号柱穴 土師質土器 皿 115号柱穴 土師質土器 皿 39号柱穴 土師質土器 杯 255 33号柱穴 土師質土器 足釜

9号柱穴 土師質土器 皿 220 105号柱穴 土師質土器 皿 78号柱穴 土師質土器 杯 256 74号柱穴 土師質土器把手付鍋

9号柱穴 土師質土器 皿 51号柱穴 土師質土器 皿 239 45号柱穴 土師質土器 杯 257 63号柱穴 土師質土器 足釜

9号柱穴 土師質土器 杯 222 130号柱穴 土師質土器 杯 81号柱穴 土師質土器 杯 258 96号柱穴 土師質土器 足釜

205 9号柱穴 土師質土器 杯 71号柱穴 土師質土器 皿 33号柱穴 土師質土器 杯 259 151号柱穴 備前焼 甕

42号柱穴 土師質土器 皿 62号柱穴 土師質土器 皿 242 105号柱穴 土師質土器 杯 58号柱穴 土師質土器 甕

207 42号柱穴 土師質土器 皿 110号柱穴 土師質土器 皿 90号柱穴 土師質土器 杯 63号柱穴 備前焼 甕

42号柱穴 土師質土器 杯 226 134号柱穴 土師質土器 皿 244 63号柱穴 青磁 碗 142号柱穴 備前焼 甕

42号柱穴 土師質土器 皿 227 96号柱穴 土師質土器 杯 61号柱穴 青磁 碗 8.44号柱穴 備前焼 甕

42号柱穴 土師質土器 皿 228 167号柱穴 土師質土器 皿 246 142号柱穴 土師質土器 鍋 8.“号柱穴 亀山焼 甕

42号柱穴 土師質土器 皿 229 94号柱穴 土師質土器 杯 139号柱穴 土師質土器 鍋

212 42号柱穴 土師質土器 杯 88号柱穴 土師質土器 杯 248 111号柱穴 土師質土器 橘鉢

トレンチ柱穴出土遺物一覧
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第 9項 Gト レンチの遺構・遺物 (図38～44,図版13)

本 トレンチは、対象地

内の北西部に位置する。

事業地との関係から、

トレンチは東西に細長い

小規模なものとなるが、

中世後半期の集落に関わ

る遺構をほぼ全面に確認

した。

基本層序は、宅地造成

に伴 う0.3m程 の盛土及

び耕作土下位に、中世期

の遺物を含んだ旧耕作土

層が0.2m程 見 られ、こ

れらを除去 した段階で、

柱穴 。溝等の集落遺構を

検出している。

トレンチ西半部では、

検出面下層に黒色泥炭層

で埋まる旧河道が存在す

ることから、遺構検出に

難航を極めた。

G2ト レンチは、条里

型地割坪界に相当する位

置に設定したものである。

水路や隣接する宅地へ

の侵入路として利用され

ていたことから、本体工

事に合わせた工事立会の

方式を採用して調査を実

施し、現水路に並行する

形で先行する時期の条里

坪界溝と考えられる溝を

1条検出した。

霰
お
．ゞ
コ

＝

Ｘ

不明遺構

◎

° 02

。 ◎ Φ

０
。もリガ“

9号溝

m

図38 Glト レンチ平面
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1号掘立柱建物 (図39,図版13)

トレンチ東部で検出した南北棟の掘立

柱建物である。桁行東側の柱列に柱穴が

一部欠損することや、平面形にやや歪み

を見せているなど、建物復元に否定的な

材料が多いが、埋没土の特徴や全体的な

柱穴分布を優先させ建物として復元する

に至った。主軸は座標北から173° 東偏

し、遺跡周辺の条里型地割に合致する。

北側が調査範囲外となるが、現状で桁行

4間 (5m)、 梁間南側で 1間 (2.6m)、

床面積は13rを 測り、西側の桁行柱列がやや蛇行することから歪な長方形を呈する。

柱間は、桁行西側で1.0～ 1.2mを 測る。建物内部には、東柱と考えられる7号柱穴などが見られる。

7号柱穴底面には、礎石状の平滑な石材が埋置されていた。また、現状で梁間南側は1間 となっている

が、検出面が削平を受けていることを考慮すれば、梁間2間であつた可能性も考えられる。

280は 7号柱穴から出土した土師質土器杯口縁である。法量・形態から、14c末葉から15c前葉の所産

と考えられる。

2号掘立柱建物 (図39,図版13)

トレンチ東部で検出した南北棟と考えられる掘立柱建物である。建物主軸は、座標北から102° 東偏

し遺跡周辺の条里型地割に合致する。南半部が調査区外となるが、現状での規模は、桁行 2間 (4.72m)、

梁間1間 (1.76m)、 床面積8.3ぽを測り、梁間は更に南側へ延びることが予想される。桁行の柱間は、西

から1.5m、 1.5m、 1.6mと なり、柱通りも良い。

時期決定可能な出土遺物は見られなかったが、建物主軸や埋没土の特徴から見て14～ 15cの所産と考

えられる。

3号掘立柱建物 (図39,図版13)

トレンチ東部で4号掘立柱建物と重複して検出された南北棟の掘立柱建物である。主軸は座標北から

170° 東偏し、遺跡周辺の条里型地割に合致している。北半部が調査区外となるが、現状での規模は、

桁行 2間 (3m)、 梁間 1間 (1.8m)、 床面積は5。4ぽを測る。柱間は、東側桁行で1.4mである。検出範囲

の様相から見て、桁行方向で更に北側に延びることが予想されるが、梁間は調査範囲内で収まると見ら

れることから、小規模な建物であることは確定的である。

出土遺物には、11号柱穴から出土した土師質土器足釜口縁281が見られる。鍔部は矮小であるが、断面

が方形のものであり、14cを 大きく逸脱しない時期の所産と考えられる。

4号掘立柱建物 (図39,図版13)

トレンチ東部の3号掘立柱建物と重複する位置において検出された東西棟の建物である。主軸は座標

北から105° 東偏し遺跡周辺の条里型地割に合致している。建物北半部が調査地外となるが、現状で桁行

写真 7 Gト レンチ全景 西から
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4間 (3.6m)、 梁間 1間 (1.8m)、 床面積は6.48ぽ を測る。20・ 68号柱穴は、柱筋に合致することや埋没土

の特徴から建物に含めて捉えているが、20号柱穴は、隅柱である19号柱穴との距離が近すぎることや、

含めて考えると柱間が一定しないこととなり、本来的には別の建物に伴うものである可能性もある。

出土遺物には、24号柱穴から出土した土師質土器杯282、 20号柱穴から出土した土師質土器杯283が見

られる。法量や低平化した器高から、15c前葉の所産と考えられる。

5号掘立柱建物 (図39,図版13)

トレンチ中央部北寄りの部分で検出した東西棟の建物である。主軸は座標北から101° 東偏し遺跡周辺

惨メ
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の条里型地割に合致している。北側の約半分が調査地外となるが、現状で梁間1間 (1.8m)、 桁行 2間

(3.4m)、 床面積6.12ぽ を測る。検出状況から見て、桁行・梁間ともに更に伸びる可能性が高い。埋没土

はすべて褐灰色シルトから構成されており、柱穴が小規模であった為、柱痕等の確認が出来ていない。

出土遺物は、62号柱穴より土師質土器杯細片が見られたが、小片であることから図化するに至ってい

ない。埋没土の特徴から見て、 トレンチ内の他の建物と同様に14～ 15c代 に機能していた建物と推察さ
れる。

1号溝 (図40,図版13)

トレンチ東部を条里型地割の方向で南北に伸びる溝である。本 トレンチ内の掘立柱建物との位置関係

や、西側の予備調査29ト レンチで集落に関わる遺構を一切確認していないことから、当該期の集落の東

限を示す溝である可能性が高い。

出土遺物には、土師質土器杯284、 土師質土器足釜脚285・ 286、 土師質土器橘鉢287～ 299、 土師質土器

鍋290が見られる。287～ 290は 回縁部形態などから14c末葉から15cの国分寺楠井窯産の製品と考えられ

る。これら出土遺物が示す時期は、 トレンチ内の建物の帰属時期と概ね符合するものである。

2号溝 (図40,図版13)

トレンチ東部の 1号溝から、東へ派生する小溝である。出土遺物には土師質土器杯291、 土師質土器足

釜292が見られる。

5号溝 (図40,図版13)

トレンチ西部において検出した溝である。方向はやや東へ振れるが、概ね遺跡周辺の条里型地割に合

致するものである。また、本溝の東西には、同様の流下方向をもつ 6・ 9号溝が存在すると同時に、集

落の建物を構成する柱穴の分布が粗になる傾向を見せることから、集落の西限を示す溝である可能性が

高い。

出土遺物は見られなかったが、埋没土の特徴や流下方向・検出位置から14～ 15cの所産と考えられる。

6号溝 (図40,図版13)

トレンチ西側で検出した南北方向の溝である。位置関係や柱穴の分布状況から、集落の西限を示す溝

である可能性が高い。流下方向は、遺跡周辺の条里型地割にほぼ合致するものである。トレンチ北部で

は、上面幅1.2m深 さ0。15mを 測るが、南部では東側に張り出すとともに5号溝を切り込む。埋没土中に

は、土器片に加えて安山岩の亜角礫が見られた。

295～ 303は 出土遺物である。293・ 294は土師質土器小皿。295～ 297は扁平な器高をもつ土師質土器杯

である。298は東播系須恵器捏鉢口縁部であり、最末期の形態を呈する。299は瓦質焼成の鉢底部片であ

る。300・ 301・ 302は土師質土器足釜。303は土師質土器鍋口縁部であり、日縁部形態から国分寺楠井窯

の製品と見られる。

土師質土器小皿・杯の形態や法量、国分寺楠井窯産の土師質土器口縁部や東播系須恵器捏鉢の口縁部

形態などから、14c中葉から15c世紀前葉の土器群と考えられる。これらの土器群の年代間から、本溝

は15c前葉に埋没したものと推定する。
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9号溝 (図40,図版13)

トレンチ西部で検出された溝である。 1・ 2号井戸西側を条里型地割の方向で南北に伸びる。位置関

係から、 5・ 6号溝とともに、本 トレンチの集落の西限を示す溝である可能性が高い。

出土遺物には、土師質土器杯底部片305、 国分寺楠井窯産と見られる土師質土器橘鉢小片304がある。

土師質土器橘鉢の口縁部形態から、15c代 に埋没した溝と考えることができる。
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1号土坑 (図41)

トレンチ東部で検出した土坑である。長軸2.6m、 短軸2.Om程の楕円形を呈し、残存深度0.2mを測る。

埋没土中には、地山塊が多く含まれることから、掘削後の早い段階での埋め戻しが想定できる。306～

324の 出土遺物は、埋め戻しの際に一括して廃棄されたものと考えることができる。
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305～ 314は土師質土器杯。315・ 316は土師質土器足釜である。318は土師質土器橘鉢の胴部片。319～

323は土師質土器鍋口縁部であり、3190320の 口縁端部外面はハケ状工具によって確実に面取りされてい

る。324は土師質よりも硬質に焼き上げられた産地不明の甕胴部片と見られ、外面にはケズリ調整が顕著

である。

土師質土器杯の法量・形態や土師質土器鍋の口縁形態から、14c中葉から後葉にかけての一括資料と

することができる。

2号土坑 (図41)

トレンチ東部で検出した土坑である。長軸1.2m、 短軸0。9m程の隅丸長方形を呈し、残存深度は0。lm

を測る。出土遺物には、土師質土器小皿325。 326、 土師質土器杯327、 東播系須恵器捏鉢底部328、 土師

質土器足釜329。 330が見られる。土師質土器小皿・杯の法量及び形態から、14c中葉から後葉の所産と

推定することができる。

3号土坑 (図41)

トレンチ中央部で検出された長さ1.6m、 幅0.5m、 深さ0。 lmを測る舟形土坑である。出土遺物は見ら

れないが、埋没土の特徴から14～ 15c代の所産と考えることができる。

1号井戸 (図42)

トレンチ西部で検出した井戸である。南部が調査区外、東部を2号井戸に切り込まれていることから、

全体の形状は不明ながら、方形に近い断面形や埋没土が裏込めとも考えられる埋め土で構成されること

から、井戸と判断した。井戸枠の部分より広い掘 り方を設ける 2号井戸を参考にすると、南側の調査区

外の部分に丼戸枠の存在を推定することができる。

331～ 333の土師質土器杯は埋め土と考えられる層位から出土している。法量や形態から、14c前葉か

ら中葉にかけてのものと見られ、本井戸の構築時期を推定する手掛かりとしておく。

2号井戸 (図42,図版14)

トレンチ西部で確認された井戸である。約半分が調査区外となるが、現状での掘 り方は、長軸2.5m、

短軸2.Om程 を測る隅丸長方形を呈し、人頭大の砂岩礫を中心とした石材を円形に配し井戸枠を構築する。

掘り方は、上位が漏斗状に開くものであり、井戸枠の部分に比べて広 く掘削されていることがうかが

え、作業用のスペースを確保したもの見られる。井戸枠は、下位に厚さ0。8m直径0.6m程の曲げ物を最低

1段埋置し、上位には砂岩礫を直径1.Om程の円形に配したものを、高さ1.2m程にわたって積み上げて構

築されている。

トレンチ際で検出していることや安全勾配の確保から、最下層までの調査が行えず、曲げ物の回収も

不可能であつた。調査範囲での検出面から下層の井戸枠の曲げ物まで深さは、1.4mを 測る。

334～ 341は石積みの井戸枠上位から、342・ 343は 曲げ物の井戸枠内下位より、344～ 346は井戸枠裏込

めと考えられる層位からの出土遺物である。

334は土師質土器小皿。335～ 338は土師質土器杯である。339～ 341は土師質土器足釜であり、340の鍔

部はハケ状工具によつて面取 りされている。342は完形品の土師質土器小皿である。343は土師質土器足
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8 10YR671褐 灰色砂混粘tl地山塊含む 襄込土)

9 10YR572灰 貴褐色砂滉帖意地山

'含
し,襄込上)

10 10YR5/1●灰色粘菫地山塊多く含む
=込
■)

1125Y4/1貪 灰色鮎土(地山魂含む,I込 ■)

1225Y4/2嗜 灰贅色粘■(■込■)

13灰色砂●層(遺水層.■底●■)

図42 Glト レンチ 1・ 2号井戸平・断面及び出土遺物

写真 8 Eト レンチ 2号井戸全景
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釜脚部片。344は外面に炭素分の吸着が見られる土師質土器皿。345・ 346は土師質土器杯である。

古相を示すと考えられ、鍔部をハケ状工具で面取りする土師質土器足釜340も 見られるが、土師質土器

小皿・杯の形態や法量からは、14c中葉から末葉にかけての土器群と考えられることから、本井戸を14

c末葉に廃絶したものと推定しておきたい。

柱穴出土遺物 (図43)

307～ 372は 、調査区が小規模なものにとどまることから、建物復元に至らなかった遺物である。詳細

な出土遺構については、表 4を参照していただきたい。

番号 遺構名 器種名 番号 遺構名 器種名

347 12号柱穴 土師質土器小皿 360 52号柱穴 土師質土器杯

348 32号柱穴 土師質土器小皿 361 41号柱穴 土師質土器杯

349 2号柱穴 土師質土器小皿 362 16号柱穴 土師質土器杯

350 39号柱穴 土師質土器小皿 363 12号柱穴 土師質土器杯
反
Ｊ
０
０ 28号柱穴 土師質土器皿 364 54号柱穴 土師質土器杯

352 45号柱穴 土師質土器皿 365 46号柱穴 土師質土器杯

353 35号柱穴 土師質土器皿 366 54号柱穴 土師質土器鍋

354 34号柱穴 土師質土器皿 367 35号柱穴 土師質土器鍋

355 25号柱穴 土師質土器皿 368 53号柱穴 土師質土器鍋

356 58号柱穴 土師質土器杯 369 51号柱穴 土師質土器土鍋

357 48号柱穴 土師質土器杯 370 57号柱穴 土師質土器揺鉢

358 51号柱穴 土師質土器杯 371 65号柱穴 土師質土器土鍋

359 50号柱穴 土師質土器杯 372 42号柱穴 元豊通費

表 4 Glト レンチ柱穴出土遺物一覧

遺構外出土遺物 (図43)

373～ 379は、検出面上位に見られる②層中からの出土遺物である。373は 中国産白磁皿。374～ 377は土

師質土器杯である。378は土師質土器鍋。379の銭貨は、鋳上がりが悪く判読ができない。

-59-



こヽ
===正

≡≡≡ラb47

~48
~フ 349

~350

で I Xl
2

▼
~「
■3

▼ 17M

6

｀
て
F[‐

=====1-――‐=「

ラ
7ζ:7

マ |~/58

¬ヽ ×9
VI I %0

一
一げ
３６７
可

瘍

一性¬坐準三二翼生LCm

柱穴出土

＼

て

喜

I~¬

  ~応 ヽ¬ 一Z
377

― =~ 379

遺構外

0        (S=1:4)        20cm
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G2ト レンチ 1号溝 (図44)

本 トレンチは、条里型地割坪界溝の確認を行うことを目的として設定したトレンチである。 トレンチ

は南北 2箇所に設定し、西側の現在の水路に重複する形で 1号溝を検出している。東側の立ち上がりは、

水路設置に伴う攪乱によって失われているが、現状で上面幅1.8m残存深度0.6mを測る。北側の トレンチ

では、やや東へ振れるものの、条里型地割の方向に合致し、先行する坪界溝と判断できる。

堆積物は、下層である⑩層と、これらより上位に見られるものに大きく三分して捉えることができる。

上層は黄灰色シルトを基本とした堆積物で構成され、下層はラミナが顕著に認められる細砂層である。

東側の立ち上がりのラインが舌しれることや、層境が明瞭なことから、上層は掘り直された後の堆積物で

ある可能性が高い。南側のトレンチの立ち上がりに見られる安山岩の亜角礫は、下層に帰属するもので

ある。

4
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出土遺物は、下層から土師質土器鍋380、 上層から肥前系磁器碗381、 肥前系陶器鉢382が出土している。

下層出土の土師質土器鍋380は 、形態や口縁端部外面をハケ状工具によつて面取りされることから見て、

14c前半に遡る可能性が高く、本溝の掘開時期を示す遺物と考えたい。

第10項  Iト レンチ (図45046)

本トレンチはEト レンチの東側に隣接した部分に設定したものである。調査前は宅地への侵入路とし

て利用されており、これに伴う1。2m程の盛土とその下位の0.2m程の旧耕作土を除去した段階で遺構検出

面である黄灰色シルトに至る。Eト レンチで確認された14・ 15c代の集落は確認されず、近世段階の土

坑を3基検出するに留まった。Eト レンチの中世集落は、Eト レンチ東側の11・ 13号溝のラインで納ま

るものと見られる。

一―北 南  21.6

―一南 Jヒ
21.6

⌒
3号土坑  |

m

383

1号土坑

耽

86

l N4/Y灰 色粘質土(Fe沈着)

2N4/Y灰 色粘質土
3N3/暗灰色粘土

〇
［
Ю
．．■

■

＝

Ｘ

1号土坑

¬ 2号」坑北エ

｀

            3号 土坑

図46 1ト レンチ 1～ 3号土坑平
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1号土坑 (図46)

トレンチ北西部で検出した土坑である。南部を2号土坑によって切られることや、西側が調査区外に

なることから全体形は不明である。

埋没土には、地山塊が多く含まれ、掘削後の早い段階での埋め戻しが想定できる。出土遺物には、肥

前系磁器皿383が見られる。

2号土坑 (図46)

トレンチ北西部で 1号土坑を切り込む形で検出した土坑である。長軸1.7m、 短軸1.5m程の歪な隅丸長

方形を呈し、残存深度0。4mを測る。

出土遺物には、京焼風陶器碗384、 土師質土器杯385が見られる。近世段階の 1号土坑を切ることから

見て、中世段階の土師質土器杯384は混入品と考えられる。

3号土坑 (図46)

トレンチ南東部で検出した大形の上坑である。東側が調査区外となるが、現状で長軸3.3m短軸3.lm程

の歪な楕円形を呈し、0.5m程 の残存深度を測る。埋没土には、地山塊が多く含まれ、 1号土坑の状況に

類似したものであった。

出土遺物には、土師質土器小皿380、 漆器椀387が見られる。380は 14c末葉の所産と思われるが、埋没

土の状況が 1号土坑と類似することから、本遺構は近世段階の遺構と考えたい。

第11項 Fト レンチの遺構・遺物 (図47～49,図版 15)

本 トレンチは、調査対象地北東部に位

置する。調査前は店舗として利用されて

いた。基本層序は、1.2m程の盛土層下位

に、国道建設以前の耕作土力泊.3m程見ら

れる。更にこの下位には、0。2m程の旧耕

作土である灰色シル トが0。2m程見られ、

検出面である黄灰色シルト層に至る。旧

耕作土は、他のトレンチの様相から判断

して、中世から近世にかけてのものと見

られるが、遺物を殆ど含んでいない。

検出面は、東から西へ傾斜していく状

況が見られる。この傾斜は、本 トレンチ西側の予備調査17ト レンチにおいても確認された谷地形へ続く

ものと考えられる。

主要遺構は、古墳時代後期の溝を中心に検出しており、 トレンチ南西部では、弥生時代以降の自然流
路を確認している。また、本トレンチの部分は、昭和37年撮影の空中写真からの推定から、所在不明と

なっている中森 1号墳に隣接する位置にあると考えられたが、関連する遺構は確認できなかった。中森

2号墳の詳細な内容は不明ながら、須恵器短頸壷と土師器杯が以前に表採されていることから、古墳で

あつた可能性も考えられる。調査対象地内に、その痕跡が見られないことから、国道建設によって破壊

された可能性が高い。

写真10 Fト レンチ全景 東から
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図48



谷地形 (図48,図版16)

トレンチ南西部で検出した自然流路で

ある。地形面の傾斜に添う形で南西から

北東方向へ向かって流下しており、 トレ

ンチ内の最大幅は5m前後を測る。底面

には凹凸が激しい。堆積層は大きく3つ

に区分することができる。下層から中層

の堆積物は、細砂を含んだ粘土層であり、

恒常的な流水ではなく淀んだ状態での堆

積環境が想定できる。上位は、灰色系シ

ルトを基本とし、当初の流下位置を越え

て水平堆積することと、層内にラミナを認めないことから、埋没後の凹地を利用した水田耕作土である

可能性が高い。

388～ 392は上層の水田耕土からの出土遺物。388は土師質土器把手付鍋であり、16c頃の年代が想定さ

れる。389は須恵器甕胴部片である。390は平基無茎三角式石鏃、391は凹基無茎三角式石鏃、392は有茎

柳葉式石鏃である。いずれもサヌカイト製で混入品と見られる。

393～ 397は 中層出土遺物。393・ 394は胎土中に角閃石を認める弥生終末期の小型甕。395は弥生終末期

の鉢底部片である。396は須恵器杯身であり、 7世紀後半から8世紀前半の所産と考えられる。397は須

恵器甕胴部片である。

398～ 400は下層出土遺物。398は須恵器甕口縁部であり、面取りされた口縁端部下に断面三角形の突帯

を付与する。形態から、T K23型式と見られる。399は須恵器壺胴部片。400は有茎柳葉式石鏃である。

これらの出土遺物の年代から、本遺構は弥生時代終末期から古墳時代後期にかけて埋積が進み、中世

後半期には水田として利用されていた可能性が高い。

1号溝 (図49,図版15・ 16)

トレンチ北東部をほぼ東西方向に延びる溝である。上面幅1.Om、 深さ0.45mを 測り断面形はU字形を

呈する。埋没土は、複数の単位に分かれる褐灰色系のシルトを主体としており、中位には細かな地山塊

を含み崩落土と考えられる土層を介在させて埋没している。ラミナの顕著な発達が見られないことから、

激しい流水状況は想定できない。

出土遺物は見られなかったが、古墳時代後期の2号溝に切られることから、それ以前の所産と考える

ことができる。

2号溝 (図49,図版15。 16)

トレンチ東部を南から北東方向へ延びた形で検出した溝で、断面形は図示したような逆台形を呈する。

埋没土は、灰色系のシルトを中心とし流水堆積と細かな崩落土の互層からなる下層と、ほぼ埋没が進行

した後の窪地に堆積したと考えられる上層の黒褐色系粘土に大きく三分される。流下方向がコンターラ

インにほぼ平行していることや、立ち上がりが急な断面形から見て、灌漑用の水路である可能性が高い。

401～ 408は下層出土遺物である。401～ 403は須恵器蓋杯である。404～ 408は須恵器杯身であり、408の

底部外面には、ヘラ記号が認められる。

写真1l Fト レンチ谷地形全景 北東から
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409～ 423は上層出土遺物。409～ 411は須恵器蓋杯。412～ 415は須恵器杯身である。416は外面に波状文

が見られ、器壁の厚みから見て広口壺頸部片と考えられる。417は須恵器壺胴部片。418・ 419は須恵器甕

胴部片であり、419は 内外面にカキロが見られる。420は土師器甕の口縁部、422は土師器高杯脚部片と見

られる。

423は 中世14c代の土師質土器皿であり、他のものと明らかに時期を違えることから混入品と考えられ

る。

これらの蓋杯を中心とした須恵器の特徴を見ると、T K10型式からT K43型式に相当すると考えられ

ることから、 6世紀後半を中心とした時期が想定され、本溝も該期に位置づけられる。

3号溝 (図49)

トレンチ中央部を南から北西方向へ流下する溝である。断面形は逆台形であり、細砂がラミナ状に嵌

入する灰色粘土～シルトを主体する堆積物で埋没している。後述する4号溝を切り込む形で検出してい

るが、 トレンチ中央では、本溝の平面プランと重複する形で溝底に4号溝の残欠が見られることから、

4号溝の流下位置をほぼ踏襲する形で本溝が掘開されたものと考えられる。

出土遺物には陶器瓶424が見られるが、流下方向が地形の制約を受けていると考えられることから、出

土遺物の時期を援用して近世段階のものと考えるには無理がある。 4号溝とほぼ同一の流下方向を示す

ことから、424を 混入品と理解し、古墳時代後期の所産と推定する。

4号溝 (図49,図版16)

トレンチ北西部で検出した溝である。先述のとおり、南端を3号溝に切 り込まれるが北西方向へ延び

ている状況が見られる。出土遺物には須恵器甕425がある。詳細な時期比定に耐えられるものではないが、

概ね古墳時代後期と捉えることができることから、本溝も該期と考えておく。

5号溝 (図49)

トレンチ東部で検出した南北方向の溝である。上面幅0.3m深 さ0.lm程 を留めるに過ぎないが、 トレン

チ東側はかなりの削平を受けていることを考慮する必要がある。

出土遺物は見られなかったが、方向が遺跡周辺の条里型地割に合致することと、埋没土の特徴から中

世以降の所産と考えられる。

6号溝 (図49)

トレンチ東部で検出した東西方向の溝である。上面幅0.4m残存深度0.lmを測る。方向は、 5号溝に直

交する形で東西方向に延びる。出土遺物には、滑石製紡錘車426が見られる。しかし、本溝の方向が遺跡

周辺の条里型地割に合致することから見て混入品と考えられる。他の トレンチの調査成果から見て、本

溝は 5号溝と同じく中世以降に掘開されたものと推定したい。
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第12項 旧石器の調査
(図 50～ 61,図版 3～ 6)

A・ BoH・ 」トレンチでは、中世

期の遺構検出面の下位から、旧石器類

の出土を確認している。ここでは、そ

の分布状況から、A・ Jト レンチ、B

oHト レンチの二つの調査区にまとめ

て記述を進めることとしたい。

ー

o   (S=2:3)   5cm

図51 A・ Jト レンチ出土旧石器その 1

A・ 」トレンチ出土の旧石器 (図 50～52,図版 3)

検出面下位において、 2箇所に分かれて旧石器の出土を確認している。Aト レンチでは、東部の4m

程の範囲に合計 4点の旧石器の出土を確認した。内訳は、石核 1点 (サヌカイト)、 剥片・砕片 2点 (サ

ヌカイト)、 ハリ質安山岩原石 1点である。

これらは、4層 とした黄灰色粘土中に含まれた状態で見られた。出土したレベルを確認すると、標高

20。7m程の高さで一定しており、余り上下動を受けた痕跡は見られない。

石器が包含される4層は、乾痕の状況から見てかなり早い段階で離水したことが伺える。掘削した範

囲で基底礫層は見られないが、調査対象地全体の層相から、本トレンチの部分は自然堤防の縁辺部であ

つた可能性が高い。少数に留まるものの、原位置に近い状態を保った小規模な石器プロツクとすること

ができる。

Jト レンチでは、Aト レンチの状況を踏まえて全面に下層確認調査を実施したものの、サヌカイト製

の横長剥片を1点採取するにとどまった。横長剥片は、2層 とした黄褐色粘土中に見られ、巨視的には

Aト レンチの4層 と類似した堆積層である。石器出土レベルより0。4m程下位には、基底礫層が見られ、

調査対象地全体の層相からは、 トレンチ全体が自然堤防もしくはその縁辺部に相当する可能性が高い。

写真12 Aト レンチ石核429出土状況 北から
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ヨ

図52 A・ 」トレンチ出土旧石器その 2

427は背面にやや大きなネガ面をもつ横長剥片である。打面部の厚みから見て目的剥片とは考えにくい。

428はハリ質安山岩の原石であり、主だった加工は加えられていない。

429はサヌカイト製の石核である。上面及び一側縁に自然面をとどめた厚さ2.6cmほ どの板状素材に、一

側縁を中心にして交互剥離を用い横長剥片を剥取している。あまり消耗されていない段階で破棄された
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卜考えられ、最終の作業面はc面右側の幅7.9cm程 の剥離面である。

B・ Hト レンチ出土の旧石器 (図 53～61,図版 4～ 6)

Bト レンチ東部では、大きく3箇所に分かれた状態で旧石器の出土を確認している。トレンチ中央部

を中心として、検出面上に基底礫層が露出する箇所が多く見られることから、 トレンチ全体が旧中州 (微

高地)に相当するものと考えられる。

基底礫層は東へ向かって若干傾斜する

が、東側のHト レンチにおいても、検

出面から0.lm程下位の浅い位置で確認

できることから、B・ Hト レンチ全体

が微高地と考えられる。

Bト レンチでは、基底礫層上面に堆

積した細粒堆積物である 1～ 4層 中に

旧石器の包含が確認される。 トレンチ

東壁で行つた火山灰抽出分析では、こ

れらすべての層位から姶良丹沢火山灰

と鬼界アカホヤ火山灰が混在して確認

されている。堆積層が薄いこともあり、

アカホヤは上層からの混入した可能性

が高い。

Hト レンチ中央部では、基底礫層上

面が凹地状に窪む箇所が見られた。凹

地の堆積物を対象として実施した火山

灰抽出分析では、Bト レンチと同じく

最上層からATと アカホヤが混在した

状態で確認された。旧石器の段階には、

基底礫層上面に一定程度の堆積物の供

給があり、上面が平坦化していたもの

と考えられる。

以下、ブロツク毎に出土石器を紹介

する。

ブロック1(図 56～ 59,図版 4)

ブロック 1は、 トレンチ北東部の直

径10m程の円形の範囲に集中が認めら

れる一群である。石器群の内訳は以下

のとおりとなる。

ナイフ形石器 1点 (サヌカイト)、 加

写真13 Bト レンチ全景 東から

写真14 Bト レンチブロック 1・ 2全景 西から

写真15 Bト レンチ東壁断面 南西から
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トレンチ旧石器出土位置図53 B・ H
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工痕有剥片 1点 (サヌカイト)、 剥片・砕片93

点 (サヌカイト91,安山岩 2点 )、 受熱石器 3

点 (サヌカイ ト)、 石核 1点 (サヌカイト)、

敲き石 1点 (安山岩)、 円磨礫 1点 (花商岩)

430は長さ5.5cm幅 2.4cm厚 さ0。7cmを測る一側

縁加工のナイフ形石器であり、底面をもたな

い横長剥片を素材としており先端部を欠損し

ている。ブランティングは、背面から裏面ヘ

向けて行われ、通常のナイフ形石器に見られ

るものと異なる。ブランティングは中央から

基部にかけて行われており、先端部付近には

打面が残されている。石材は普通サヌカイト。

431は加工痕有剥片であり、一側縁に両側か

ら細かな加工が行われている。連続的に加工

が施されていることから見て、スクレイパー

の可能性も考えられる。石材は普通サヌカイ

ト。

432～ 444は、剥片または砕片である。全体

的に完形品が少なく、中ほどで折損している

ものが多い。443・ 444は背面に自然面をとど

めた剥片であり、比較的初期の段階に石核か

ら剥がされたものと見られる。445は安山岩製

の敲き石であり、下部を中心に潰れが多く見

られる。446は、花商岩の円磨礫であり、現状

で使用痕は確認できない。

447～ 449は接合資料。449は幅8.9cm厚さ2.9

cmを測る石核であり、石理の発達した普通サ

ヌカイトを素材とする。上面の c面左側には、

先行する作業面が最低 3面確認され、そのほ

ぼ中央部を打撃し交互剥離によって横長剥片

447が剥取されている。横長剥片447か ら復元

される剥離角は140° である。剥片剥離に伴う

打面調整は確認できない。448はその形状から

見て、石核の成形に伴う剥片と考えられる。
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～3旧石器垂直分布
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ー

0    (S=2:3)    5cm

図57 Bト レンチブロック 1出土石器その 2

450・ 451は横長剥片の接合資料。いずれも背面に自然面をとどめ、平坦な打面をもつものである。石

材は普通サヌカイト。452・ 453は折れ面での接合が確認できる剥片である。中ほどで折損しており、個

体内にバルブは遺存していない。石材は普通サヌカイト。

454・ 455は背面に自然面を多く留める剥片が、折れ面で接合したものである。456・ 457は打点を横方

向にずらしながら剥離された小型の剥片 2点が接合した。無打面に近いことや、小型であることから見

て、調整剥片と考えられる。石材は普通サヌカイト。

458は、受熱痕が著しい 3点の砕片が接合したものである。石材は白色風化サヌカイト。

ブロック2(図60,図版 4)

ブロック 1に東側に隣接する小規模な石器集中部である。現状で剥片 6′点(サヌカイト)、 受熱石器 1

点 (サヌカイト)か ら構成され、接合資料は確認できない。

459は 自然面を打撃して得られた剥片であり、打点部を中心に半折している。石材は普通サヌカイト。

460は 、表面に自然面を留める剥片であり、個体中ほど折損しバルブは残存していない。石材は普通サヌ

カイト。461の横長剥片は、背面に自然面をとどめ、剥片剥離と同時に打面が弾け飛んでいる。石材は普

通サヌカイト。462は全体に受熱が見られる砕片である。石材は普通サヌカイトを用いる。

ブロック3(図 60。 61,図版 5)

トレンチ南部で確認された石器集中部である。剥片 6点 (サヌカイト製 5点 ,チ ャート製 1点 )、 加工
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図59 Bト レンチブロック 1出土旧石器 (接合資料その 2)
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痕有剥片 1点 (サヌカイト)、 敲き石 1

点 (花商岩製)、 円磨礫 2点 (花商岩)

から構成されている。

463は背面に自然面を留める剥片であ

る。464は チヤート製の剥片。465は 、

背面上方に加工痕が2面確認できるが、

下縁部に使用痕と考えられる微細剥離

が見られる剥片である。466～468は接

合資料。 3点の砕片が折れ面で接合し

470 たものである。石材は普通サヌカイト。

469は敲き石である。円摩した花商岩

が用いられ、下面を中心に敲打痕が認

められる。470・ 471は花商岩の自然礫

と考えられるものである。一部に敲打

痕に似た窪みが見られるが、使用痕と

は考えられない。
71

ι__T__1ユ三二年二旦主

「

_重ゴ
m

図61 Bト レンチブロック 3出土旧石器

第 13項 遺構の変遷

検出遺構の時期は、旧石器 。古墳時代 。中世後半の大きく二つに分けて捉えることができる。ここで

は時期別に主要遺構の変遷を概観することでまとめとしておきたい。

旧石器時代

A・ 」トレンチとB・ Hト レンチの 2箇所に分かれて集中部を確認している。A・ Jト レンチは、微

高地の縁辺部に相当する位置で検出しているが、その分布状況から二次的な移動を受けている可能性は

低く、限りなく原位置を保っているものと考えられる。内訳は、石核 1点 (サヌカイト)、 剥片・砕片 2

点 (サヌカイト)、 ハリ質安山岩原石 1点 となっており、定形器種が認められないことから、詳細な時期

比定は難しい。ハリ質安山岩の原石の存在や、板状素材の周辺部に交互剥離技法が多用される石核の存

在から、後期旧石器段階の中でも瀬戸内技法の存在が薄れた末期の所産である可能性が高い。

BoHト レンチの石器集中部は、細かな分布状況から、更に3つの集中部に細分され、多くはサヌカ
イトの砕片で占められる。ブロック 1から出土した一倶1縁加工のナイフ形石器430は 、背面側からブラン

ティングが施されており、瀬戸内技法を用いた通有のナイフ形石器と異なっている。また、横長剥片石

核449に は、明確な打面調整が見られず、交互剥離が用いられていることから、瀬戸内技法が衰退した段

階の所産と考えられよう。本地域におけるナイフ形石器を基準とした編年では、森下英治が提示してい

る3類型に該当し、後期旧石器の末期段階の所産と推定される。
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古墳時代後期

Fト レンチにおいて溝を中心とした遺構を確認している。 1～ 4号溝は、T K10～ T K43型式の須恵

器が含まれることから、 6世紀代を中心に機能していた灌漑水路と見られる。以前、須恵器・土師器が

採集されている中森 1号墳は、対象地内に確認することは出来なかった。昭和37年撮影の空中写真から

想像すると、対象地中央部に存在する国道11号の中に存在していたものと考えられ、国道建設に伴って

破壊された可能性が高い。

中世後半

Eト レンチとGト レンチで集落に関わる遺構を検出している。国道11号を挟んで離れた位置で検出し

ているが、ともに丼戸等の付帯施設を備えていることから、それぞれ別の集落単位と把握できる。建物

廃絶時期を見ると、Gト レンチは15c代、Eト レンチは16c代 という形で若干異なっている様相を呈す

が、概ね15cを中心にして同時並存した集落と考えられる。集落は、基本的に条里型地割に規制された

形で営まれており、坪界溝も集落と同時に出現している。同じ坪内の位置関係では、全面調査及び予備

調査 トレンチの成果から、主に西半部の部分に集落が設けられていたと考えられる。

Eト レンチの 1号掘立柱建物は、想定床面積65♂を測る集落内の中心的な建物と考えられるが、高松

平野の既往調査で確認されたものの中でも大型の部類に属する。また、Eト レンチからは、鋳型・溶解

炉片などの鋳造関連遺物も見られることから、生産を含めた拠点的な集落の可能性が高い。経営主体を

特定する材料は乏しい。当該期には、条里景観に規制された形で、集落の範囲を方形の大溝で区画する

集落形態が一般的であり、居館と報告される事例も多い。しかし、本遺跡には、このような囲郭施設が

存在しないにもかかわらず、大型建物が存在するという矛盾が存在することから、どの要素を重要視し

て集落の拠点性を把握するのかについて、今後整理する必要があろう。
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第14項 香川郡条里 C地区の調査

調査の経過と方法

調査対象地は、四国横断自動車道(高松市内区間)の建設によって、国道11号が両側おのおの約4m拡

幅される部分である。対象地は、国道に面してかなりの部分が店舗、工場、駐車場などに造成され、元

の地表面より1～ 2m程度嵩上げされている。遺跡の内容を確認するためのトレンチ掘削は、掘削土を

置くスペースや安全勾配が十分に確保出来ないほか、用地取得の遅れや立ち退き等のために調査後も使

用されるため、埋め戻しの際の締め固めの問題など様々な技術的問題があつた。このため、まず元々の

地表面が残る水田、畑地においてトレンチ調査を行い、遺跡の拡がりを確認したうえで、嵩上げ部分の

対応を検討するとともに、 トレンチ調査で遺構が確認された場合、可能な限り調査地を拡張して調査を

行うこととした。

平成 9年度 4・ 5月 に、 1ト レンチ～ 5ト レンチが所在する対象地西半部を、同年度 3月 に6～ 8ト

レンチが所在する東半部の調査を実施した。また、西半部に関しては、平成 9年度に用地取得の関係か

ら未調査となる箇所が生じたことから、平成10年度10月 に工事立会の方式を採用し調査を実施した。

立地と環境 (図 1・ 2)

香川郡条里C地区は、高松市勅使町に所在する。遺跡の北側には、石清尾山古墳群の所在する紫雲山

山地の南端にあたる浄願寺山(標高239m)があり、東方と西方には御坊川と香東川が流下している。香

東川は、17世紀前半以前においては、現在の御坊川の流路を流れていたが、下流の高松城下の洪水の危

険を回避するために高松藩家老西嶋八兵衛によって、恐らく元々分流していた現在の香東川に流路を固

定したことが知られている。御坊川沿いは幅700mの流路跡が明瞭に認められ、出水 (湧水)が多く見ら

れることから、伏流水が豊富であると推定される。

周辺の遺跡として、浄願寺山から派生する尾根に内容不明のまま後円部が破壊された前方後円墳「が

め塚古墳」のほか、がめ塚 2～ 4号墳、片山池 1～ 3号墳などが所在するほか、 7世紀末頃の坂田廃寺

とこの寺の瓦を生産した片山池窯跡群などが所在している。また、調査地周辺は条里型地割 (一町方格

の地割)が良く遺存している。

o        (S=1:4)      211

や
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さらに、遺跡として周知されているものではないが、こ

の地割に合致する幅10mの堀もしくは運河のような帯状の

凹地が現地表に認められ注意される。

図2は、調査対象地周辺において採集された弥生土器群

である。採集地点は、南山浦古墳群が所在するA地点と、

南山浦 1号窯跡周辺の山地と段丘の変換点に位置する部分

である。両地点を区別して提示することはできないが、未

周知の弥生時代の集落の存在を暗示しているものと思われ

る。調査対象地の歴史的環境を考える上で重要と考えられ

ることから、提示しておきたい。

1～ 11すべてに角閃石粒の存在が認められ、所謂「下川

津B類土器」の胎土と考えられる (大久保1990)。 (外面に

櫛描施文が認められる広口壺 1の詳細な時期については不

明であるが、 2～ 5の甕の口縁部外面には退化した凹線が

認められ、日縁形態から後期前半期の所産と考えられる。

11の器台もほぼ同時期の所産と考えられよう。

また、最終地点を改めて見てみると、下川津B類土器の

胎土採取地点とされる石清尾山山塊の南端部に含まれるこ

とが分かる (森下1995)。 調査対象地周辺の弥生集落の実

態は不明ながら、提示した資料中すべてに角閃石を多く認

めることから、今後土器製作に関与した当該期の集落が確

認される可能性が考えられる。

大久保徹也 1990「下川津遺跡における弥生時代後期から

古墳時代前半の土器について」藤好史郎編『瀬戸大

橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告Ⅶ下川津遺跡』

香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査
センター

森下友子 1995剛台± 1類土器について」北山健一郎編『高

松東道路建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告第 4冊

大田下。須川遺跡』香川県教育委員会 財団法人香
川県埋蔵文化財調査センター

各 トレンチの概要 (図 3～ 5)            
＼＼＼

良好な形で地下遺構の存在が認められたのは、西半部の

1～ 5。 10ト レンチである。東半部については、良好な形

で遺構を検出することはできなかった。ここでは、条里坪

界溝を中心とした遺構が検出された、 1・ 3～ 5。 10ト レ

ンチについて説明することとする。

E

ヽ
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1ト レンチ (図 4・ 5)

この地点は、約70cm嵩上げされ、その下に

①水田耕作土、②灰色粘質土、③オリーブ色

粘質土の順に堆積する。②③層はグライ化し

ており、③層は、この付近で地山とされる黄

白色粘質土層に相当する。弥生時代中期の甕

底部12と終末期の鉢底部片13を 2点採集した

が、遺構は検出されなかった。

3ト レンチ (図 4・ 5)

耕作土下に、②灰色シルト質土層 。③灰色粘質土層が堆積し、地山となる。∞ 層は土層の状況から

溝状遺構の埋土と考えられ、 トレンチ全体が溝状遺構に含まれると判断される。調査範囲が狭いため、

溝状遺構の規模・流向は確認出来なかった。②層中から内面黒色の黒色土器椀14が出土している。

4ト レンチ (図 4・ 5)

深さ90cm・ 幅 2m以上の溝状遺構を検出した。溝下層での湧水のため トレンチ壁面が崩落し十分な調

査が出来なかった。

埋土は3層 に細分可能な黒褐色粘土の上層、洵汰の良い灰色砂の下層よりなる。流向は明確には出来

なかったが、条里型地割の坪界線の方向に一致すると考えられる。遺物は採集されなかった。

5ト レンチ (図 4・ 5)

トレンチ西端で溝状遺構を検出し、範囲を拡

張して調査を行った。溝状遺構は、幅1.5m。

深さ0。45mの溝 (2号溝)が埋没して後、新

たに幅06m。 深さ0。3mの溝 (1号溝)が掘削

されている。

SD2は 、黒褐色粘質土の上層、褐灰色砂

の下層よりなり、下層から弥生時代後期の発

17が出土した。胎土に角閃石を多く含む下川

津 B類土器である。

SDlは黄灰色シルト質上の上層、黄灰色粘質土の下層よりなる。遺物は採集されなかった。SDl、

2と もに条里型地割の坪界線に近接し流向も合致するものである。調査範囲が狭小なため 1点の出土遺

物が遺構の年代を示すのか、条里型地割施工以後の年代を想定すべきなのか、確定できない。

これ以外には遺構は検出されなかったが、遺構検出作業中に概ね奈良時代と考えられる須恵器蓋15土

師器甕16な ど若干量の遺物細片が出土している。

写真16 2ト レンチ全景 北東から

写真17 5ト レンチ全景 南東から
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10ト レンチ (図 4・ 5)

4ト レンチの西側に隣接する地点に設定したトレンチである。空中写真及び現地表面には、条里型地

割の方向に合致し、香東川から延びる帯状の凹地が認められ、本 トレンチ部分を通過することが予想さ

れたことから、調査を実施した。

現道下位となることから、2m程の国道建設に伴う盛土層下位に、旧耕作土層が現れる。これらの下

位には、層厚0.3～ 0.4mの厚い氾濫堆積物の中砂が見られる。この下位で⑫層とした溝状の落ち込みを確

認した。必ずしも記録した断面と、溝状の落ち込みが直交している訳ではないが、現状で上面幅2.5m以

上の大型の溝と考えられる。

出土遺物を採取することはできなかった。平面的な記録が作成できていないものの、巨視的には現地

形に認められる帯状の凹地に相当する溝と判断される。この凹地は、現状で条里型地割の方向で東西 3

町程見られる (図 6)。 方向から見て条里型地割施工後の可能性が高いが、出土遺物が見られなかったこ

とから、詳細な時期については不明である。

まとめ (図 6)

3・ 4・ 5。 10ト レンチでは、溝状遺構が検出された。方向から見て、これらの溝は条里型地割との

関連が想定できる。弥生時代の遺物片は採集されてはいるが、溝以外の遺構は検出されないことから、

条里型地割の施工された生産域として機能していた遺跡と考えられる。条里型地割の施工年代について

は、出土遺物が認められるものの、小規模なトレンチ調査にとどまっていることから、出土遺物の時期

をそのまま評価できない。埋没土の特徴からは、中世以前の可能性も考えられるが、今後の調査の進展

を待って検討する必要があろう。

10ト レンチの大溝は、現地形に認められる帯状の凹地に合致するものと考えられる。規模的な点から

は、 5ト レンチで見られた条里坪界溝の規模を大きく上回る大溝の可能性がある。現状では、その性格

について不明とせざるをえないものの、延長距離から見て運河状の施設である可能性も考えられること

から、今後とも注意する必要があろう。
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第15項 上天神遺跡・香川郡条里 D地区の調査

調査の方法と経過

調査対象地は、四国横断自動車道が国道11号の上部に建設されることから、東西方向800m程の両側 4

m程の拡幅部分となる。上天神遺跡は、国道193号を挟み一般国道11号高松東道路建設に伴って調査され

た I区西側に隣接した部分が調査対象地となる。香川郡条里D地区は、上天神遺跡から国道32号 との交

差点部分までの田村町に所在する部分である。ともに国道建設に伴う厚い盛土の設置や、隣接して店舗

・住宅が存在するなど、調査を実施するにあたっての技術的制約が多いことから、 トレンチ設定可能な
部分を選び予備調査を実施すると同時に工事立会を併用することで保護措置を実施することとなった。

上天神遺跡については平成 9年度に予備調査と工事立会を行い、190ぽの調査を実施している。香川郡

条里D地区については、平成12年度に工事立会による2,500ぽの調査を行った。

上天神遺跡の調査 (図 1～ 4)

上天神遺跡は、昭和62年度から平成 4年度

の調査によって、弥生後期初頭を中心とした

集落跡であることが判明している。住居群は、

調査地内の複数の微高地上に、 3つの単位に

分かれて分布しており、今回の調査対象地に

隣接する I区 においても、 3・ 4棟程度の竪

穴住居群と、後期初頭から後半期かけて継続

する灌漑水路群が確認されている。調査を実

施するにあたり、 I区 の住居群を中心とした

集落単位がどの程度広がりを見せるのかと言

う点と、地形的な連続性の把握に主眼をおい

た。

調査区は、合計 5つの トレンチを設定して

いる。 1ト レンチから3ト レンチは、比較的

に盛土が薄いことから予備調査を実施するこ

ととし、舗装面が見られる 4・ 5ト レンチに

関しては工事立会方式を採用した。

1・ 3ト レンチでは、 lm程の盛土層下位

に0.2m程 の旧耕作土が見られ、その下位に遺構検出面となる黄色の粘土層が現れる。 1ト レンチでは遺

構 。遺物は確認されなかったが、3ト レンチでは黄色粘土層上面において、1条の溝状遺構を確認した。

2ト レンチは、攪乱が著しく1・ 3ト レンチで見られた旧耕作土・黄色粘土は既に失われ、地表面下

1.5m程のレベルで中砂～粗砂層が露出する。3ト レンチの溝状遺構は、検出範囲で深さ0。25m程を測り、

黒褐色粘土を主体とした堆積物で埋没していた。小規模な範囲ながら、弥生後期初頭の土器群 1～ 18が

コンテナ 1箱ほど出土している。機能については不明ながらも、遺物の出土状態から見て、近接した位

置に住居群等の存在が示唆されるものである。

写真18 3ト レンチ全景 東から

写真19 3ト レンチ溝 断面 南から
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図 1
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図2 土層模式

3ト レンチから西へ120m程離れた 4ト レンチでは、1.5m程 の盛土下位に氾濫堆積物と考えられる細

砂層が lm程見られる。その下位には、 1・ 3ト レンチで見られた砂礫層が確認された。出土遺物は採

取されなかった。

各 トレンチの観察から見た、堆積状況は図 2の ように整理できる。 1・ 3・ 4ト レンチで見られた砂

礫層は、旧中州と考えられる。また、その検出面のレベル差から、 1～ 3ト レンチは微高地部分、 4ト

レンチ部分は氾濫堆積物によって埋積された旧河道部分に相当する。旧河道が埋没した年代は、出土遺

物が見られないことから明らかにはできないが、 1か ら3ト レンチにかけての部分は、弥生後期の段階

には微高地として存在していたものと考えられる。 3ト レンチの溝は、微高地縁辺部に掘開されたと考

えられ、遺物の出土状況から、隣接する微高地頂部に住居等の施設の存在が推定できる。後述する香川
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郡条里D地区の調査成果から見て、 4ト レンチ以西は不安定な堆積環境にあると考えられることから、

既往調査における I区の後期初頭の集落の西限は、 3ト レンチの部分と考えてよいだろう。また、 I区

西端部の大型水路によつて集落が分割されて、今回の調査地周辺に I区 とは別の住居群が展開していた
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可能性も考えられる。

図3の 1～ 18は、 3ト レンチの溝から出土した弥生土器群である。壺・甕共に口縁部に凹線文をとど

めるものでほぼ占められるが、 9。 10の ように単口縁に近いものも見られる。 4は、後期初頭に特徴的

な胴部に竹管文をもつ吉備系の細頸壺である。これらの土器群には、すべてに角閃石が多く含まれるこ

とから、既往の調査で確認された土器群と共通した特徴をもつものである。

香川郡条里D地区 (図 4)

香川郡条里D地区は、国道建設に伴う盛土や調査に伴うヤードの確保が難しいことから、工事立会方式

を採用し、地下遺構の状況把握に努めた。国道11号の南北部分に、合計13本のトレンチを設定している。

トレンチが小規模なものであることから、土層柱状図を基本に説明したい。

予想されたとおり、国道の北側の各トレンチでは、国道建設に伴う客土層が厚く、下位の堆積層の確

認が十分に行えたわけではない。しかし、掘削した範囲では、上天神遺跡で見られ弥生時代以降の基盤

層と考えられる黄色粘土は見られない。調査地東半部の 3・ 4・ 9ト レンチでは、上天神遺跡 4ト レン

チの細砂層の延長と考えられるシルト～細砂の堆積物を確認しており、旧河道に相当する可能性が高い。

調査地西半部では、旧耕作土下の比較的浅い位置から砂礫層を確認しているが、礫の粒径などの情報が

ないことや、下位まで十分に掘削できたわけではないことから、成因および堆積時期を推定できない。

出土遺物には11ト レンチの国道建設前の旧耕作土下位の細砂層より出土した土師器甕口縁部 1が見ら

れるのみである。形態から概ね古代の所産と考えられる。

まとめ

上天神遺跡では後期初頭段階の集落の西限と考えられる溝を確認するなど、小規模なトレンチ調査で

あったが、貴重な調査成果が得られたと考えられる。

香川郡条里D地区に関しては、相対的に不安定な土地条件下にあったことが推測される。また、旧河

道上層の埋没土と考えられる層位より古代の土師器甕が出土しているが、 1点資料であることから埋没

年代を示すかどうか断定できない。調査地周辺に見られる条里型地割の年代と合わせて、地形環境の変

遷については今後の調査に委ねられる部分が大きい。
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第 2節 林・坊城遺跡

第 1項 歴史的環境 (図 1)

林・坊城遺跡は、扇状地性の高松平野のほぼ中央部に位置し、調査地周辺の標高は10m前後を測る。

遺構の中心となる時期は、縄文晩期から弥生前期、弥生後期である。

縄文時代晩期は、居石遺跡で旧河道より突帯文出現以前の晩期中葉の土器群が、林・坊城遺跡におい

て刻目突帯文期の旧河道中から手鋤 。狭鍬などの木製農工具が出土しているのが挙げられる。

林・坊城の木製農工具は、県下のみならず瀬戸内地域でも水田稲作の初現期に伴うものとして注目さ

れる資料である。水田面の検出が行われていないものの、農工具の存在から原初的水田稲作が行われて

いた可能性は高い。

農工具に伴って出土した土器群には、北部九州地域の器形に類似した壺形土器が見られ、農工具や水

田稲作に伴つて土器製作の情報も伝播している状況もうかがえる。

住居等の調査例は乏しく、集落の様相は不明確な状態が続いている。本書で報告する林
。坊城遺跡の

刻目突帯文期の柱穴群は、唯一居住痕跡が確認できた調査例として、重要な資料となるだろう。

弥生前期には、比較的多くの遺跡で遺構・遺物が確認されている。集落の調査例として、天満・宮西

遺跡、汲仏遺跡において確認された環濠集落が挙げられる。これらは、弥生前期中葉のほぼ同時期に出

現しており、遠賀川式土器出現後に新たに本地域に伝播した集落形態である。

水田跡では、弘福寺領山田郡田図北地区や浴。長池遺跡において検出例がある。前期末葉と考えられ

る浴 。長池遺跡の水田跡は、埋没旧河道上面のほかに微高地縁辺部に営まれており、用
。排水路を伴う

ものである。高松平野における水路を伴う水田としては、初現期の調査例として重要であろう。

弥生後期には、空港跡地遺跡 。日暮松林遺跡 。凹原遺跡を初めとして集落の調査例が多く見られる。

しかし、住居等の遺構の凝集度は高く無く、隣接する微高地上に4・ 5棟程度の竪穴住居が分布してい

る状況である。調査報告書の刊行が進んできており、出土遺物の検討を進めて集落相互の結びつきを明

らかにする段階へ来ている。

後期初頭以降、土器胎土中に角閃石を多く含み、中期段階の製作技法を踏襲した下川津B類土器が多

く見られるのも、高松平野の特徴である。また、県内をはじめ、阿波
。播磨 。近畿地方などにも搬入さ

れていることが知られている。土器焼成に関連した遺構 。遺物の検討は進んでいないけれども、出土量

から見たその製作圏は、平野北東部の旧香東川下流域と推定されており、林・坊城遺跡周辺も一部含ま

れる可能性が高い。平野内では、下川津B類土器と異なった胎土・技法を使用して生産・流通したと考

えられる土器も見られることから、これらを含めた流通圏の実態を検討していく必要がある。

墓制関係では、周溝墓が多く確認されている。周溝墓は、弥生前期に見られた後、後期段階に復活す

る墓制である。既往の調査で確認されていた林・坊城遺跡の円形周溝墓は、今回の調査で微高地縁辺部

において新たに2基検出している。

空港跡地遺跡では、集落に付随する形で終末期から古墳前期の前方後円
。前方後方形の墓制が確認さ

れており、集落から離れた丘陵上に営まれる鶴尾神社 4号墳との関係を明らかにしていく必要がある。

古墳前期には、石清尾山山塊に猫塚 。稲荷山。石船塚古墳などの積石塚古墳が継続的に築かれ、県内

では最も有力な首長墓系譜と考えられている。有力首長が出現する過程を弥生後期の段階の高松平野の

考古資料で復元することが、今後の課題と言える。
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1.林・坊城 2.六条・上所 3.浴。松ノ木 4.浴。長池 1 5.浴。長池 1 6.井出東 1 7.井出東 1 8.居石
9.蛙又 10.林浴 11.宗高・坊城 12.公務員宿舎 13.空港跡地 14.上林 15。一角 16.宮西一角 17.弘福寺山田郡田図
関連遺跡 18.多肥宮尻 19.多肥松林(県道)20。 日暮松林(済生会)21.多肥松林(高松土木)22.多肥松林(新設高校)
23.松林 24.日暮松林(都市計画道路)25.凹原 26.汲仏 27.松縄下所 28.境目下西原遺跡 29.上西原
30.天満宮西 31.木太本村 1 32.白山神社古墳

図 1 周辺の遺跡
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第 2項 調査の方法 と予備調査の成果 (図 2～ 6)

調査は、対象地全体に対して地下遺構の具体的な状況を把握する予備調査から始められた。用地取得

の完了した部分から、平成 8年度 9・ 10月 にトレンチ19本 を設定し、521.9ぽの予備調査を実施した。

対象地は、昭和63年度に一般国道11号高松東道路建設に伴って実施されたDoE地区の南北に隣接した

部分である。

なお、工事による地下遺構への影響が些少と見られる事業地中央の緑地帯部分6,745ぽ については、平

成 7年度に県文化行政課と公団によって行われた事前協議によって、現状保存を適用することが既に決

定している。しかし、本調査計画及び範囲策定のためには、対象地全域の地下遺構の状況を把握する必

要があることから、予備調査は現状保存の決定している緑地帯部分も含めて実施した。北側の対象地に

ついては、昭和63年度の調査成果から、縄文晩期の遺物を包含する流路Aが明らかに続くことが予測さ

れたため、予備調査は実施していない。

予備調査トレンチ配置及び既往の調査区との関係は、図2に示す通りである。

南側の設定した各トレンチでは、第 1次調査の流路A・ Bに接続すると考えられる旧河道と、微高地

を確認している。流路Aに関しては、 3・ 4・ 6・ 10a・ 13。 14。 17ト レンチにおいて見られ、堆積層

中に含まれる遺物は僅かなものであり、南へ行くにつれて浅くなり消滅するものと考えられる。

また、 8ト レンチでは流路底面付近から穿たれた堅果類貯蔵穴を3基確認した。各トレンチにおける

流路Aの堆積状況の観察では、植物遺体を含んだ後背湿地状の環境下で堆積した黒色系の粘土層の上位

に、人的擾乱の痕跡を留め耕作土と考えられる土層が多く確認されている。これについては、後項で説

明することとしたい。

流路 Bについては、 9a・ bト レンチにお

いて確認されたが、現状地割の乱れの観察か

ら10b・ 11ト レンチの旧河道の落ち込みに繋

がるものと判断された。

写真 2 3ト レンチ流路A断面 北から

写真 1 4ト レンチ全景 西から 写真 3 8ト レンチ堅果類貯蔵穴 南から
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図2 予備調査 トレンチ配置
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流路A・ B間の南側に位置する12ト レンチでも、砂礫層が露出する状況が見られ、旧中州 (微高地)

と考えられる。この微高地では、小溝や不定形な土坑を数基見るものの、遺構の存在は希薄であった。

遺構の面的な展開が予測されたのは、流路A西側の微高地部分である。

流路Aに関しては、調査対象地南側で浅く小規模となっており、遺物もあまり確認できないことから、

流路 Bと ともに予備調査で終了することとなった。

以上の要素を踏まえ、国道北側の流路Aの延長部分と、南側の流路A西側の微高地部分2,490ぽ につい

て全面調査が必要であると判断された。その範囲については、図 3に示すとおりである。

全面調査は、用地取得の関係から、平成 9年度にD4ト レンチとD5ト レンチの一部の490ぽを、平成

10年度にD5ト レンチの一部とD6・ D7ト レンチの2,000ぽについて実施した。

調査区は、昭和63年度調査によって定められたトレンチ名を踏襲する形で、北側からD4・ D5。 D

6・ D7ト レンチという形で設定している。

調査成果としては、D7区において流路Aの水田域に繋がると考えられる突帯文段階の水路群や、居

住遺構と考えられる柱穴群を、D6・ D4ト レンチでは昭和63年調査でも見られ陸橋部を備えた円形周

溝墓を2基確認しており、大変基調な調査成果を得ることができた。

予備調査の出土遺物 (図 4～ 6)

1は予備調査 4ト レンチ柱状図 1における4層からの出土した弥生後期初頭の直口壺の頸部片であり、

摩滅が著しい。 2・ 3は、4ト レンチの床土直下から出土した須恵器高台杯の体部片、須恵器蓋口縁で

ある。4は、6ト レンチの連続する水田耕土と考えられる3～ 6層 より出土した須恵器杯底部片である。

5は 6ト レンチの柱状図 1における 8層から出土した打製石斧の基部から身部にかけて破片である。

6は 7ト レンチ東端の円形を呈する落ち込みから出土した弥生後期高杯の杯部片であり、胎土中に角閃

石を多く含む。円形落ち込みは、立ち上がりが急な点を考慮すれば竪穴住居の可能性も考えられるが、

本 トレンチが現状保存範囲に含まれることから、全面調査を行っておらず詳細は不明である。

7は 8ト レンチの水田耕土と考えられる 5層 中より見られた須恵器杯底部片。 8は流路 B内 に相当す

る 9bト レンチの 8層 より出土した弥生前期の壺底部片である。 9は 10aト レンチの流路A最上層から

出土した弥生後期の大型鉢口縁部。10の楔形石器は、10aト レンチより出土しているが帰属する層位は

不明である。11は 10bト レンチの流路 B堆積層から出土した刻目突帯文土器深鉢口縁部である。12は弥

生後期甕の口縁部であり、11ト レンチの流路 Bの堆積層から出土している。13は 11ト レンチから出土し

た剥片である。エッジには、使用痕と考えられる微細剥離が認められる。

14は刻目突帯文期の波状口縁浅鉢の小片であり、13ト レンチの流路A上面に穿たれた土坑状の遺構か

ら出土したものである下位の流路A堆積層からの混入と考えられる。15は 13ト レンチ出土の弥生後期甕

小片である。
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第 3項 地形環境 と層序 (図 7～ 9)

林・坊城遺跡は、香東川によつて形成された標高10m前後の緩傾斜扇状地上に位置している。高松平

野は既に高橋学氏による精級な地形分類が行われており、平野域は大きく沖積面と更新世の4面の段丘

面に分け捉えられている (高橋1992)。 沖積面は、三角州帯と扇状地帯に分類されているが、林 。坊城遺

跡は、扇状地帯の扇端部付近に位置していることとなる。扇状地帯では、微高地部分と考えられる旧中

州や自然堤防と、凹地である旧河道が入り乱れて存在している。

図 7は、第 1次調査のAか らG区 までの南壁土層図を使用した東西方向の断面である。断面には現れ

ていないが、D2・ D4・ D7ト レンチの部分には、遺構検出面に礫層が露出する箇所が多く見られる

ことから、旧中り
｀
‖(微高地)に相当する部分であった可能性が高い。D3・ Elト レンチのS R01流路A

・Bと 呼称される旧河道は、現地表面においても凹地として確認することができ、先の旧中州間に見ら

れる旧河道に相当する。出土遺物から、両者とも縄文晩期には流水を停止し弥生前期までにはほぼ埋没

が完了していたと考えられることから、扇状地帯から自然堤防帯への変化する時期に関して、これまで

の高松平野における調査成果と矛盾しない。

地形面の違いに呼応するように、D2ト レンチ部分の旧中州の微高地上には、弥生時代の集落や周溝

墓が立地し、旧河道部分は縄文晩期の埋没後、連綿と水田として利用されているなど、土地利用に違い

が見られる。調査成果から、旧河道上面に営まれた水田の開始時期は縄文晩期まで遡る可能性が高い。

この立地は、扇状地性の平野が発達する県内に多く見ることができる初期水田の立地である(外山1993)。

第 1次調査で行われた流路Aの植物珪酸体分析では、縄文晩期と縄文晩期から弥生前期前半までの時

期が想定できる層位からイネ属の機動細胞珪酸帯が確認されている。特に後者は、出現頻度から見て、

水田面の可能性が指摘されている (宮崎編1993)。 考古学的には、前者から狭鍬を中心とした木製農具が

見られるなどの調査成果があり、今後の調査の進展によって旧河道上面に縄文晩期の水田面が確認され

る可能性が高い。

断面図は調査区毎に作成しているが、ここではD6・ 7ト レンチのものを使用して説明する。

D6ト レンチ東壁断面① o② (図 8)

現代の耕作土下位には、数層に分割される旧耕作土が0.2m程見られた後、古代以前の遺構検出面に至

る。この検出面上面はほぼ水平であり、遺物包含層を介在させないことと合わせて考えると、かなりの

削平を被っていることが想定される。断面①南側の中世段階の3号溝埋±10。 11層 も、旧耕作土によっ

て削平されている状況が見られることから、この面的な削平は遅くとも中世以後の水田形成に伴うもの

と考えられる。断面①は、弥生後期中葉の2号周溝墓の部分に相当する。12・ 13層 は南側周溝の埋没土

であり、これより北側が墳丘内に相当するが、盛土は完全に消失している。14層 は 1号住居埋没土であ

り、その北倶1の 15。 16は風倒木痕である。

基盤層は、基本的に明黄色シルトで構成されているが、断面図北端部では、縄文晩期以前の年代が想

定される流路 1に伴う粗砂を中心とした堆積物存在し、層相に変化が見られる。

D6ト レンチ西壁断面③④ (図 8)

基本的な堆積状況は、東壁と同様である。検出面は、上位の 2・ 3層 とした耕作土によって削平を受

-108-



ノ

団
Ъ
□

□

□
□

瓢

一
〇
〇
ヨ

Ｕ
ヽ
一
一
一
一
一
一
】

０

０
一▲
　

　

　

　

　

目
□

劃

眈
Ｌ
ド
帆回劇日一〕一″　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ヽ

０

回
国
圏
】
桝
囀
活
動
訓
鴎
図

0       1m

図7 調査区割と土層全体図

-109-



―
―
―
―
ユ
ド

，

む
苓
ト

∞

‥

特

。
騒

・〕。
口】
薔

，

珈
蓋
豊
超
譲
民

８
史
登
・Ｊ

い
　
ヽ
獅
０
む
懇
面
（８
中
毒
ョ
Ｊ

，

斎
爵
Ｘ
Ｏ
諄
民
８
“
籍
ョ
ｇ

Ｎ

昌
ヽ
き
じ
Ｆ
其
８
巾
轟
「
Ｊ

∞
　
躍
淋
市
０
藤
民
繭
３
０
詳
卜
ヽ
●
ヽ
ヽ
静
・〓
範
報
）

Ｐ

諷

饗
器
辞
民
〓
虫
ご

８
二
む
昴
幹
〓
恐
降
ヽ
口
ヽ
ヽ
静

〓
史
Ｊ

”ｒ

澪
翔
口
士
讐
油
０
卜
＋独
粛
Ｄ
卜
ヽ
口
ヽ
ド
に
虫
３

１

「壁
器
轟
民

〓
亜
３

】９

轟
潟
さ
い
諄
ト

ヽ
　
温
滸
靡
辞
ト

ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∽
＝

】
■
ｏ
ｏ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ヨ

Ｆ
ｌｌ

Ⅲ

ｌｌ

ｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌ

ｌｌ

Ｈ

ＩＩ

Ｌ

】

澤

Ю
　
潟
０
む
澪
ヾ
ミ

ア

∞
・
淘
障
０
豊
硼

●
　
ヨ
踏
翔
■
Ｏ
Ｓ
澪
ヾ

マヽ
７

一
・
壺
Ｄ
詳
卜
＋
輝
０
諄
卜
ヽ
口
ヽ
ヽ
ロ

一
Ｌ

ｕ

ｓ

ｅ
角

ヽ

ヾ
ζ
翌

ξ

Ｄ

Ｓ

ヽ
　
市
０
絆
」
早
繭
い
絆
卜
＋
露
０
辞
卜
ヽ
●
ヽ
ヽ

∞
　
〕璽
璽
０
諄
卜
上
夢
Ｐ
Ｓ
ヽ
●
ヽ
ヽ
潮

０
・
甍

馨

”０
　
鶏
応
僣
蓼ヽ
鸞
ヾ
ヽ

ア

”■

澪
い
理
澪
ヾ
ヽ

７
６
中
毒
）

【Ｎ

鶏
師
ｅ
ｓ
嘲
０
壺
３

１

嶽
童

露

通

踊

η

即
ヨ

〓

）

”●

鶏
Ｄ
゛
避
型
「
画
欝
鵬

じ

”い
　
曇

身

晟

〕）

○

図 8 D6 トレンチ東壁

】
〇
・〇

‐
‐
―
―
ユ
ド

「

‐

メ
ヽ
―
―
―

Φ
・０

，

こ
苓
ト

ド

ヽ
鮮
９
饉
凛
糧
涌
じ

Ｐ

翔
珊
じ
ヽ
冒
ヒ
ロ
稗
≧
８

ュ∝障

　

　

　

い一諄

】
〇
・〇

性
苓
汁

丼
壇

導

昭

６

一
涌

じ

ゝ
辟

亀

凛

凛
８

羹

じ

ヽ
Ｄ
い
健
澪
ト

ヽ
蓋
融
む
角
ト

…

…

８

恐

糧

涌

ヽ

革

濤
０
絆
η
ヾ
ヽ

ア

針
Ｌ
優
ｒ

】
〇
・〇

FF ! F F FEF F F F 93)P3'3I!:
s4FsilsfieFx6Euxs$xxFF
g$qg$$'ff$$gEgffF$$g$$;ss:ii B$;:; i*;t *HffE6: Sil$$

== a$I igSS
"gs I\

0 (5:1140) 2m

V > fH.Wbftffi。西壁 ,D7ト

ー110-



けている。基盤層は、黄色シルトから粘土を基

本とし、断面④における15。 14層 は、縄文晩期

以前と考えられる流路 1に伴う粗砂を中心とし

た堆積物である。

D7ト レンチ東壁断面⑤ (図 8)

攪乱土とした現在の耕作± 1層下位には、こ

れに伴う床土層 2層が見られ、間層を挟まずに

刻目突帯文期の検出面に至る。 3～ 12層 は、刻

目突帯文期の10・ 11号溝の埋没土である。これ

らの溝の遺存状態から見て、検出面はかなりの

削平を受けていることを考慮する必要がある。

基盤層は明黄色粘土のほぼ単一層であり、調

査範囲では無遺物である。D7ト レンチ南壁を

中心として確認された下層遺構流路 2の存在は

確認できない。後世に削平されたか、流路 2が

トレンチ南部を中心としたものである可能性が

考えられる。

D7ト レンチ南壁断面⑥ (図 9)

現在の耕作± 1層下位の床± 2・ 3層が見ら

れ、遺構検出面に至る状況は他のトレンチと同

様であるが、遺構検出面は、西から東へ移るに

従い階段状にかなりの削平を受けている。西側

の検出面とトレンチ東端の検出面は、最大で0.3

mほ どの比高差があり、刻目突帯文段階の水路

群10～ 16号溝は、こうした地下げによって溝底

を中心とした遺存状態を呈するに至ったものと

考えられる。

刻目突帯文期水路群は、22～ 31層 を基盤層と

するが、これらはトレンチ西側の旧中州と考え

られる30層の砂礫層を起点として、東へ傾斜し

て見られる。22～ 29層 は、下層流路 2と した落

ち込み状の地形に堆積した遺物包含層であり、

サヌカイト製の楔形石器・剥片・砕片を中心と

した遺物を包含している。これらは巨視的には

同一層であり、上面の離水が進んだ結果、色調

等に変化が生じたものと考えられよう。土器片

0   (S=1:40)lm
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は見られなかったが、遺跡全体の検出遺構の時期から見て、縄文晩期前葉から中葉を中心とした時期の

堆積層の可能性が高い。また、 トレンチ全体ではなく局所的に見られることから、旧中州を中心とした

微高地が埋没していく過程において堆積したものと考えられ、それ以前の微高地上面は、起伏に富んで

いたことが想定される。刻目突帯文期には、こうした凹地が埋積され10号溝を中心とした水路群が掘開

されたものと考えられる。

高橋 学1993「高松平野の地形環境一弘福寺山田郡田図比定地付近の微地形環境を中心に一」『讃岐国弘

福寺領の調査弘福寺領讃岐国山田郡田図調査報告書」高松市教育委員会

外山秀-1993「丸亀平野における遺跡の立地とその環境―その 1植物化石による環境の復元―」『四国横

断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第十二冊郡家一里屋遺跡』香川県教育委員会 財団法人

香川県埋蔵文化財調査センター他

宮崎哲治1995『高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第二冊林・坊城遺跡』香川県教育委員会

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター他

第 4項 縄文時代から弥生前期の遺構 。遺物 (図 10～ 34)

当該期の主な遺構には、D4・ D5ト レンチにおいて、第 1次調査でS R01流 路Aと された旧河道を

はじめとして、D7ト レンチの微高地上及び縁辺部の住居と考えられる柱穴群や10号溝等の水路群がある。

D4ト レンチの流路Aの検出状態は、D3ト レンチに比べて深度が浅く、第 1次調査で下層と報告さ

れている刻目突帯文期単純の層位は見られなかった。D5ト レンチでは、流路A東肩部分を確認するに

留まっており、遺物の出土も希薄である。検出面は、すべて連続した水田耕土で満たされていた。

D7ト レンチの10号から26号溝を中心とした水路群は、位置関係から見て、流路Aの水田面に給水す

るものと考えられる。10号溝は、11号溝等の小溝と連接する形で検出しており、その分岐点となる部分

では、簡易な堰と考えられる自然礫の集積が認められた。堆積状況の再検討や、予備調査 トレンチでの

所見から、流路Aの凹地上には縄文晩期末葉から弥生前期にかけて水田が拓かれていた可能性を想定す

ることができる。

D7ト レンチ内の南北の2箇所において、住居を構成すると考えられる柱穴群を確認している。縄文

期の住居形態を復元する上で貴重な調査夕1になるものと考えられる。

D4ト レンチ流路A(図 12～ 15,図版 6)

本 トレンチ東部において、第 1次調査

のD3ト レンチから連続する流路Aを確

認している。調査範囲の都合上、流路西

肩部を検出するにとどまっており、底面

は東へ向かって緩やかに落ちる。現代の

水田耕土と床土を除去した段階で検出し

ており、最深部まで0。9mを測る。堆積土

は、特徴から見て上 。中・下層の 3つ に

区分することができ、底面が溝状に落ち 写真 4 D4ト レンチ流路A全景 東から
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図10 遺構全体図
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込む部分を最下層とし

て調査を実施した。

上 。中層は、層内に

ラミナを一切交えない

ことから、水田耕作土

と考えられ、上 。中層

水田と呼称する。下層

底面は凹凸が激 しく、
~~  

粘土ブロックを多く交

える。底面の凹凸が激

しい部分では、溝状を

X=144.460 
呈する箇所も見られた。

層相から判断して、人

的な擾乱を受けている

可能性は否定できない。

X=144.440 流路底面のレ
ベルは、

南側のD3ト レンチ部

分より高くなっており、

木製農具が含まれる湿

X=144.420 地性堆積物 (黒色粘土 )

は、本 トレンチでは見

られない。層序対比に

ついては、後述するこ

ととしたい。

出土遺物から見た各

』轟聾:

ノ

／

ヽ

1号周溝墓

(1日 SX03)

三騨菫事彗書穫彗暮撃肇薄E署

図12 流路A全体図              層位の年代は、上 。中

層水田が古代～中世、下層は縄文晩期～弥生後期と考えられる。最下層からは、縄文晩期土器に混じつ

て遠賀川式土器甕底部片55が出土しているが、層相が安定したものでない点を踏まえると、共伴関係を

示すものかどうかは断定できない。

16～ 19は、上層水田からの出土であり、縄文土器浅鉢16、 弥生土器壺底部17、 弥生土器甕底部18、 楔

形石器19が見られる。

20～ 24は 中層水田から出土遺物であり、須恵器長頸壺口縁20、 刻目突帯文土器深鉢28、 弥生土器甕22、

同高杯23・ 24が確認できる。

刻目突帯文土器深鉢口縁25～ 30、 同底部32、 縄文土器浅鉢体部31、 同底部33、 弥生前期壺34、 弥生土

器無頸壺35、 同甕口縁36、 同底部37～ 40、 同器台41、 楔形石器42～ 45がある。25～30刻 目突帯文土器深

鉢は、突帯の位置や形状、刻目の大きさから見て、晩期終末の所産と考えられる。34・ 36～ 39は弥生前

期前半期、35は前期末の所産と見られる。40。 41は後期前半期の所産と捉えられよう。

46～ 50は下層の中でも下位より出土した一群である。46は丹塗磨研が認められる壺形土器肩部片であ
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ノ
る。全体形は不明ながら、

張りのある胴部から内傾

する頸部をもつ夜臼式系

の壺と見られ、北部九州

からの搬入品の可能性も

ある。47・ 48は刻目突帯

文期深鉢口縁部、49は浅

鉢か壺の底部片と考えら

れる。

50～ 55は最下層の落ち

0     (S=1:2) 10cm

図15 D4ト レンチ流路A出土遺物その 2

込みから出土している。50～ 52は突帯文深鉢の回縁 。胴部片、53は波状口縁をもつ浅鉢、54は頸胴部境

の沈線が見られる浅鉢胴部片である。55は弥生前期の甕と考えられる底部片である。

56～ 59は、 トレンチ出土の層位不明の資料である。

D5ト レンチ流路A(図 16・ 17,図版 6・ 21・ 22)

本 トレンチは、第 1次調査のD3ト レンチに南接した位置にあり、 トレンチ西端で流路A東肩部を検
出している。堆積層は、上層の水田耕作土と下層の湿地性堆積物の大きく二つに分けて捉えることがで

きる。

水田耕作土は、上 。中。下層の大きく3面に分けて捉えることができる。また、間層に氾濫堆積物を

交えないことから、面的な検出には至っていない。

上層水田は、黒褐色～灰褐色の粘土中にブロックを多く含み、層相から更に3枚の水田面に分割でき

る。いずれも、自然堆積層を間層に交えない。また、流路Aの部分を越えて東へ広がりを見せることか

ら、流路死滅後の微窪地を利用した水田化が、流路域を越えて広がっていたものと考えられる。出土遺

物からは、古代 8c～ 12c頃 に形成された水田層と考えられる。

中層水田は、黒灰色系粘土層を耕土としており、粘土ブロックを多く含む。弥生後期から古墳時代中

期頃の遺物が含まれるが、後述する既往調査との層序対比から、古代に形成されたものである可能性が

高い。

流路肩部では、小溝と耕作痕と考えられる小規模で歪な窪みを検出している。間層を交えないことか

ら、上層水田に伴うものと考えられる。

下層水田は、上下 2面に分けて捉えられる。上位の水田は、鉄分の沈着が見られる褐色粘土を耕土と

する。出土遺物が見られないことから、詳細な時期については不明である。下位の水田層は、鉄分の沈

着が著じい灰色粘土を耕作土とし、粘土ブロックを多く含む。下層の湿地性堆積物である黒色粘土との

層界は明瞭である。出土遺物は見られないが、既往調査におけるD3ト レンチとの層所対比から、縄文

晩期末から弥生前期前半の所産である可能性が高い。

下層は、植物遺体を多く含み湿地状の環境下で堆積したと考えられる黒色粘土である。出土遺物は見

られなかったが、縄文晩期の年代が想定され、流路Aの部分では第 1次調査で下層とした層準とほぼ対

応するものと考えられる。
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図17 D5ト レンチ流路A出土遺物

61～69は、上層水田からの出土遺物。61の ような刻目刻目突帯文土器も見られるが、主体となるのは、

8世紀後半の須恵器蓋63、 ほぼ同時期か一部 9c期まで下る可能性もある須恵器皿64～ 67に加えて、中

世前半期と考えられる焼成不良の須恵器椀68な どがある。69は使用痕のある剥片である。

これらの遺物から、上層とした水田層は8c後半以降、12世紀頃までに機能していたものと推定できる。

70～ 75は、中層水田からの出土遺物。70は古墳時代前期の布留系甕の胴部から頸部片、71は弥生後期

高杯脚部片、72は弥生後期タタキ甕の胴部片である。74は砂岩製敲石、75は楔形石器である。

73は、流路肩部に見られた不定形の落ち込みから出土した弥生後期前半期の高杯であり、胎土中に角

閃石粒を多く交える。

第 1次調査成果との層位的な対応関係 (図 12・ 18・ 19,図版 6～ 8)

今回の調査成果と、第 1調査のD3ト レンチにおける流路Aの層位的な対応関係を整理する。まず、

第 1次調査の報告 (宮崎1993)に おける層位区分は、次のようになる。

最下層 (黒色混砂粘質土,縄文晩期)下層 (黒色粘土,縄文晩期)中層 (黄褐色細砂・砂質土,弥生

前期)上層 (茶褐色粘土,弥生終末期～古墳時代)。

報告では詳細な断面図の提示が行われておらず、今回の報告にも深く関係していると思われることか

ら、ここに再掲し堆積環境を確認しておきたい。

最下層・下層の堆積物は、黒色粘土を基調とし植物遺存体を多く含む。最下層と下層の層境は漸移的

であり、巨視的には同一層として捉えられる。堆積物の様相から、流水停止後の湿地状の堆積環境が想

定できる。縄文晩期中葉から刻目突帯文期の土器群を含み、狭鍬 。手鋤等の木製農具が出土したのも本

層準である。図16に再掲した南壁①の断面では14層、南壁②では9層に相当する。北壁部分には、最下
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図18 D3ト レンチ流路A断面 (第 1次調査 )
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層・下層に対応する層準は明確には見られず、流路底面のレベルもやや高くなる傾向がある。

中層は砂混じりの粘土～シルトを基調とした下位の層準と、上位の東側を中心として広がりを見せ鉄

分が多く沈着した粗砂層から構成される。下位の南壁①の12・ 13層、南壁②の 8層の層準が対応する。

下層の黒色粘土と違って、ラミナを一切認めないことと、下部に凹凸が激しく見られることから、水田

耕作土と捉えることができ、下層水田と呼称する。

調査時には数層に分層しているが、調査写真を見る限りはほぼ同一層か、上下 2層に連続する耕作土

を細分している可能性が高い。上位の粗砂層は、下層水田を覆う氾濫堆積物であり、本層が見られる部

分には、元来の耕作土の上面が遺存していた可能性が高い。この氾濫堆積物は、現状より層厚をもって

流路全域に広がっていたものが、更に上位の水田耕作に伴って消失しているものと考えられる。

北壁の断面には、本層準下位の水田耕作土に対応する明確なものは見られず、下層水田上位の氾濫堆

積物が流路底面に見られるのみである。断面図15。 17層 は、ラミナを認めず層内に細かなプロックが見

られることから、水田耕上の可能性も考えられるが、現時点では確定できない。

下層水田の耕作土からは、微化石分析でも栽培種のイネ科イネ属の植物珪酸体が多く出現する傾向が

指摘されており (宮崎編1993)、 水田層の可能性も指摘されている。

出土土器には、刻目突帯文土器から弥生前期前半期の土器群が含まれ、報告では弥生前期の年代が想

定されている。しかし、耕作土は連続して営まれた可能性があることと、氾濫堆積物である上位の粗砂

との取り上げ区分が行われていないことから、縄文晩期から弥生前期前半の時間幅で捉えておくのが妥

当であると考えられる。水田が拓かれた時期は、縄文晩期に遡る可能性は極めて高い。

上層は茶褐色粘土として一括されているが、層相から大きく上下二つの水田層にわけて捉えることが

できる。下位の水田層壁①の 7層、南壁②の4層は黒褐色粘土のプロックを多く含み、水平堆積する状

D3南壁①
10.0

図19 流路A層序対比
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況が見られ、中層水田と呼称する。ま

た、南壁②の4層 は、流路西側の弥生

後期中葉に比定される1号周溝墓を削

り込む状況が見られることから、水田

耕作に伴って 1号周溝墓を破壊してい

る可能性が高い。

出土遺物から、弥生時代後期～古墳

時代の年代が想定されているが、これ

らの遺物は周溝墓 1の東側周溝を削平

した際に混入した可能性も考えられる。 写真5 D3レ ンチ流路A断面 (第 1次調査)
7～ 8c代の須恵器片が見られることから、古代を中D4ト レンチの中層水田に対比される層準から、

心とした時期が想定できる。

中層水田上位には、茶褐色粘土が水平堆積して状況が見られる。層内にラミナが確認できないことか

ら、水田層の可能性が高く、上層水田と呼称する。南壁①の4～ 6層、南壁②の3層、北壁の5～ 7層

が相当し、中層水田との間には、氾濫堆積物を交えない。南壁①の4層 に見られるように、中層水田の

広がりを越えて水田が営まれることが想定できることから、これに伴う攪拌が周溝墓 1東側墳丘に及ん

だと考えられる。微化石分析においても、栽培植物のイネ属が多く確認されている。

D5ト レンチの上層水田に対比される層準から、8c～ 12cの須恵器片が出土していることから、か

なりの長期間にわたつて水田が営まれたと考えられる。

第 i次調査 本書 時期 堆積物他

流路A上層・包含層 上層水田 古代～中世 茶褐色粘土

流路A上層 中層水田 古代 暗茶褐色粘土

流路A中層
下層水田を覆う洪水砂 弥生前期 灰褐色粗砂

下層水田 縄文晩期末～弥生前期 灰褐色粘土

流路A下層 縄文晩期 黒色粘土

流路A最下層 縄文晩期 黒色粗砂混粘土

表 5 第 1次調査との層序対比表

以上、堆積層の特徴を手掛かりにしてD3・ D4・ D5ト レンチの層序対比を行うと、図17・ 表 5に

示したように整理できる。既往の報告でも触れられているように、D3ト レンチの部分で厚く見られた

下層の湿地性の堆積物は、北のD4ト レンチでは見られず、流路底面が急激に浅くなっている状況が看

取される。D3ト レンチの下層水田の上位に存在する氾濫堆積物は、他の トレンチでは上位の水田耕作

土に取り込まれており、局所的にしか残存していない。しかし、D3ト レンチは唯一耕作土の上面が残

存している箇所と考えられ、今後の調査によって畦等の検出が可能といえる。

D4ト レンチ下層の攪拌については、不明とせざるをえない。ブロックが多く含まれることから、人

的な擾乱を受けている可能性が高いが、現地調査の段階で土層の見極めが不十分なことから、攪拌とし

た曖味な表現に留まる。D5ト レンチの中層水田とした下位の水田面は、対応できる層準が見当たらず、

レベル的にD3ト レンチの氾濫性堆積物との上下関係は不明である。

水田層が形成される時期を整理すると、流路の埋積が進んだ晩期末～弥生前期前半の段階で水田化が

行われ、その後氾濫堆積物の若干の供給を受けながら12c頃 まで水田が営まれていたと考えられよう。
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D7ト レンチ柱穴群 (図20～ 22,図版15)

D7ト レンチの南北 2箇所において、後世

の所産と考えられる柱穴と明らかに埋没土を

違える柱穴群を検出している。これらは、黒

色粘土の埋没土をもつことで共通しており、

出土遺物が希少であつた力25号溝に切られる

ものも存在することから、刻目突帯文期かそ

れ以前の遺構である可能性が高い。

遺跡全体の検出遺構の時期を考慮すれば、

刻目突帯文期の所産と考えるのが妥当であろ

う。明確な平面プランを復元できないものの、

Y=144.410

055号柱穴
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集中して見られる配置状況から住居等を構成する柱穴である可能性が高い。南北の大きく2群に分けて

提示しておく。
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南柱穴群 (図 20。 22,図版15)

D7ト レンチ南部の微高地縁辺部で検出し

ている柱穴群である。北柱穴群と比較して、

全体的に不規則な分布状況を示しているが、

北側の59～ 65号柱穴が多角形状に巡り、その

中央部に65。 66号柱穴が見られる点は注意さ

れる。更に南側にも複数の柱穴が広がること

から、 2・ 3棟程度の住居の存在が想定でき

るかもしれない。

出土遺物は見られなかつたが、埋没土の特

徴や23号溝の下位から76号柱穴を検出していること

産である可能性が高い。

D7ト レンチ南部の刻目突帯文期水路群

10号溝 (図23～ 27,図版 5。 10・ 11)

D7ト レンチ南東部では、10。 11号

溝を初めとして12～ 16号溝などの小溝

を多く確認しているが、近年の所産と

考えられる面的な地下げが行われてお

り、その多くは痕跡的に残るものと考

えられる。

10号溝は、上面幅1.4～ 2.4m残存深

度0.3m程 を測り、断面は緩やかな逆台

形を呈する。調査範囲内では、底面の

比高差が0.lm程 しか確認できないが、

微高地縁辺部を南西から北東方向へ流

下し、 S R01流路Aに繋がるものと考

えられる。南側と中央部において、11

号溝と接点をもちながら併走するが、

断面観察から切り合い関係は見られな

い。両溝との関係が良好に観察できる

トレンチ北東部壁面では、両者が埋没

土を共有しながら埋積されていき、そ

の過程において11号溝が再掘削されて

いる状況がうかがえる。

中央部分の11号溝との接点となる部

写真 7 D7ト レンチ南柱穴群 南から

などから、刻目突帯文期かそれを若干遡る時期の所

(図 20・ 23～ 28)

分とトレンチ北端では、溝底にほぼ接した状態で砂岩礫の集積が認められており、北礫集積・南礫集積

遺構と呼称する。北礫集積は、21・ 25号溝の痕跡と考えられる北西方向への張り出しが見られる部分に

写真 8 D7ト レンチ刻目突帯文期水路群 西から

写真 9 D7ト レンチ10号溝南礫集積 南西から
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位置している。南礫集積は、当初の状

態からやや乱れて検出されている可能

性があるが、11号溝との分岐点に対応

して検出されている。これらの検出位

置と11・ 21・ 25号溝との関係を考慮す

れば、簡易な堰としての機能が推定で

きる。規模から判断して、10号溝が主

水路、11・ 21号溝が分水路として機能

していた可能性が考えられる。

溝内の堆積土は、上下 2層に大別す

ることができ、溝底には流水を示す堆

積物である粗砂層が見られる。簡易な堰と考えられる礫集積遺構と多くの土器片は、いずれも溝底の粗

砂上面に見られる黒褐色～暗灰色を呈する粘土層に含まれている。平面的に刻目突帯文土器を中心とし

た土器群は、南半部に多く認められた。上層の粘土層中には、細かなプロックが観察されることから、

埋め土としての性格が強い。出土遺物は少量に留まっているが、弥生前期前半と考えられる突帯文系の

甕が出土していることから、最終埋没した時期が想定できる。

78～ 108は中層出土遺物である。78～ 91は、頸部から口縁部が外反する形態をもつ刻目突帯文土器深鉢

である。調整手法は、体部外面は斜め方向のケズリ、頸部外面はナデ調整で仕上げるものが殆どである。

78は、全体形が比較的判明する資料であり、口縁端部からやや下がつた位置に断面三角形の突帯を施

し、他のものと比較してD字形の明瞭な刻目を施す。80は矮小な突帯のように見えるが、摩減が進んで

おり、元来は三角形のしっかりとしたものが施されていた可能性が高い。胎土や焼成状況から、81の頸

・胴部片と同一個体と考えられる。82・ 83の頸胴部境には、明瞭な沈線が認められる。82の内面には、

磨きにも似た丁寧なナデ調整が確認できる。

84～ 88は刻目突帯文土器深鉢口縁片であり、口縁端部からやや下がつた位置に突帯を貼り付け、やや

小さなD字状の刻目を施す。90は内外面にミガキ状の調整を見ることから、浅鉢の胴部片の可能性も考

えられる。91は刻目突帯文土器深鉢の頸部片であるが、外面には数条のヘラ描きによる山形の沈線文が

確認できる。92は波状口縁浅鉢の口縁部であり、内面に2条の沈線を認める。小片であることから、径

・傾きに検討の余地を残している。

93はボール状の浅鉢の胴部片であり、内外面を丁寧にミガキ締める。94は内傾する頸部に口縁端部が

短く外反する浅鉢であり、日縁部内面に 1条沈線と内外面に横位のミガキが認められる。95は 94と 同一

個体の可能性も考えられるが、厚みや口縁端部の外反度がやや異なることから、別個体として提示した。

95～ 99は凹基無茎式石鏃、100は石錐である。101は両面から細かな刃部加工が施されているスクレイ

パーであり、刃部を中心に弱い摩滅痕が見られる。102～ 104は表面側が極度に摩滅していることから、

打製石斧片と考えられる。打製石斧を楔形石器等に転用した際に生じるものと考えられる。105は必ず

しも整つた形態を持っていないが、研磨痕と考えられる線状痕と刃部を作り出した部分が見られること

から、安山岩製の石撃とした。106は上下縁に潰れが認められることから、楔形石器と考えられる。

107・ 108は周縁に折れ面が見られることから、分割素材と思われる。

109～ 115は、上層からの出土遺物。109は、日縁端部に接して施される突帯の大きさや形状からみて、

写真10 D7ト レンチ10号溝全景 北から
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図26 10号溝出土遺物その 1

弥生前期前半期の突帯文系甕と考えられ、焼成状況も良好である。110は刻目突帯文土器深鉢の口縁部。

突帯は既に小さく低平なものとなっているが、焼成状況は悪い。刻目突帯文期終末から弥生前期初頭の

所産と考えられる。

一

≡  

―

一
 

―

-134-



|

hA農贔〇 %蒸
ド |ム △又冬Å矢令

91∞

△蜃礼鸞裂9ア olQ2雖讚| ∞⌒          ノ47)ヽ        ⌒                     1-                    ―               l 1      102 T    ‐

U

Cm

1                  108

一

図27 10号溝出土遺物その 2

111は内面に2条沈線を施す波状口縁浅鉢の口縁部片。波状口縁の全体形状は分からないものの、内面

のしっかりとした沈線から、刻目突帯文期の所産と思われる。

112・ 113は、背面側に顕著な摩滅痕を留めることから、打製石斧片と考えられよう。113は楔形石器、

114は使用痕と考えられる微細剥離が確認できる剥片である。

11号溝 (図 20。 23・ 25,図版10～ 12)

11号溝は、上面幅0.5～ 1.lm残存深度0.2～ 0.4m程を測り、遺存状況が良好な部分では、緩やかな逆台

形に近い断面形をもつ。基本的な堆積状況は10号溝と同様であるが、北東壁面と断面⑩の部分では掘り

直しと考えられる改修の痕跡が認められる。また、溝底に10号溝で見られた粗砂層が見られず、崩落土

と考えられる細かなブロックが含まれ、10号溝と比較して穏やかな流水状態が想定できることから、分

水路としての性格を反映しているものと考えられる。

中央部の10号溝との分岐点西側には、小溝状に東側へ延びる部分が見られる。後述する13～ 16号溝と

合流し、水田域が想定される流路Aの低地部分へ繋がる可能性も残る。
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出土遺物には、図化可能なものは見られなかったが、深鉢体部片が数点出土している。10号溝と同時

並存することから見て、刻目突帯文期に機能していたと考えられる。

12～ 16号溝 (20・ 25,図版12)

トレンチ南東隅の部分で検出した小溝群である。残存深度は0。 1～ o.15m程 と極めて残存状況が悪い。

先に述べたように面的な地下げがなされていることから、溝底に近い部分を辛うじて検出しているもの

と考えられる。現状での流下方向は、10号溝とほぼ同様の南西から北東方向を示し、流路Aに想定され

る水田域へ続く水路群と考えられよう。埋没土は黒色系の粘土層を基調としており、巨視的には突帯文

段階の10号溝と類似している。

時期決定可能な出土遺物は見られなかったが、lo号溝と同様に突帯文段階の所産と考えられる。

22～ 24号溝 (図 20・ 28,図版13)

D7ト レンチ南部において3条が併走した状態で検出している。22号溝は、上面幅0。3～0.4m残存深度
0。 1～ 0。 15mを 測る。10号溝の西側を南西から北東方向へ流下するが、 トレンチ中央部において地下げに
よつて消失している。埋没土は2層 に分かれる粘土層で埋没しており、ラミナの顕著な発達は見られな

い。

23号溝は、22号溝と24号溝の中間に位置し、ほぼ同一方向で南西から北東へ流下する。残存状況が極

めて悪く、上面幅0。4m残存深度0。lm以下を測るに過ぎない。埋没土は、22・ 24号溝と共通する。

24号溝は、上面幅0.5m残存深度0。15m程 を測り、22・ 23号溝と共通する粘土層で埋没している。また、

層内にはラミナの発達は見られない。

出土遺物には、24号溝の溝底から深鉢の胴部片が出土しているが、詳細な時期を決定できるものでは

ない。比較的に遺物が多く出土している10号溝と流下方向や埋没土の特徴が類似していることから、突

帯文段階の所産と考えられる。調査区中央で消失することから、周囲の突帯文段階の溝との連絡関係は

不明であるが、流下方向から見て、水田域が想定できる流路Aに接続する水路群である可能性が高い。

17号溝 (図 20。 28)

D7ト レンチ中央部で検出した溝である。上面幅0。7m残存深度0.15mを測り、断面形はU字状を呈す

る。西端は削平により消失しており、東端は26号溝に接続する可能性があるが、攪乱が及んでいること

から断定はできない。他の刻目突帯文期の溝の方向と比べて、東西を示す。その理由として、南西方向

に見られ旧中州と考えられる礫層が露出する箇所を避けて掘開された可能性と、北側にほぼ同時期の柱

穴群が見られることから、水路ではなく居住施設に関係した溝である二つの可能性がある。

出土遺物は見られなかったが、埋没土の特徴から刻目突帯文期の所産と考えられる。

21・ 25号溝 (図 20。 28,図版13～ 15)

D7ト レンチ東部を南東から北西方向へ流下する溝である。別番号を与えているが、25号溝が途切れ

る部分から東側では、面的な地下げが行われていることから、21号溝は削平され残った25号溝の残欠と

考えられる。位置関係から見て、10号溝北側の北西方向へ張り出している部分は、21・ 25号溝の残骸と

考えられることから、21・ 25号溝は10号溝から派生する水路と考えられる。また、10号溝からの分岐点
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図28 17・ 21～ 26号溝断面及び出土遺物

に簡易な堰と考えられる自然礫の集積が存在

することも、これを傍証するものと思われる。

流下方向は、南東から北西方向を示すが、

トレンチ南部の10～ 16・ 22～ 24号溝と方向を

違えている。これらの水路群は、水田域が想

定される流路Aへ繋がるものと考えられるが、

本溝は、方向性から見てDlト レンチの旧河

道へ接続する可能性も考えられる。

残存状況が良好な25号溝を中心に見ること

とする。25号溝は、上面幅0.6～ 1.2m残存深

度0.2～ 0.25mを測り、断面形はV字形からU字形を呈する。埋没土は、ラミナの発達しないシルト～粘

土で埋没しており、激しい流水状態は想定できない。出土遺物は、溝底から若千浮いたレベルから出土

しているが、少量にとどまっている。

また、埋没土を除去した段階で溝肩部と溝底において北柱穴群の一部の柱穴を検出している。

116～ 118は下層からの出土遺物。116は刻目突帯文土器深鉢口縁部で、比較的しっかりとした断面三角

形の突帯上に刻目を施す。117は細かな石英粒を多く含む底部片である。H8は深鉢の胴部片であり、胴

部外面にケズリ調整が顕著である。

これらの出土遺物と10号溝との関係から、本溝は刻目突帯文期に機能していた水路と考えられよう。
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写真1l D7ト レンチ25号溝全景 北から
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26号溝 (図 20。 28,図版14)

D7ト レンチ北東部で検出した溝である。25号溝との切り合い関係をもち、本溝が先行する。上面幅

0。7m残存深度0。 lmを測り、南から北西方向へやや蛇行しながら流下していたものと考えられ、南端で17

号溝と接続する可能性が高いが、この部分は攪乱によって失われている。流下方向から見て、水田域が

想定される流路Aへ連絡していた水路と考えられる。

地山塊を少量含む粘土によって埋没しており、堆積物の様相からあまり激しい流水状態は想定できな

い。出土遺物は見られなかったが、刻目突帯文期の25号溝に切られることから、刻目突帯文期が若干先

行する時期の所産と考えられる。

27号溝 (図 20。 28,図版14。 15)

D7ト レンチ北半部で検出した溝である。上面幅0.5m残存深度0。 1

mを測り、南東から北西方向の2箇所に分かれて検出しているが、

上面の削平がきついことを考慮すれば、両者は一連の溝であった可

能性が高い。出土遺物は見られなかったが、埋没上の特徴から、周

囲に存在する溝と同様に刻目突帯文期に属する可能性が高い。位置

関係から、25号溝から分岐する水路であったことも考えられるが、

遺存状況が悪く断定はできない。

25号土坑 (図 20。 29,図版12)

D7ト レンチ南東部において東半部を刻目突帯文期の11号溝に切

り込まれた状態で検出した土坑である。長軸1.Om短軸0。8mを測る楕

円形を呈し、底面にピット状の落ち込みをもつことから、断面が 2

段に落ちるものとなる。下位の底面に見られるビット状の部分には

粗砂が充填されており、上位は黒色粘土で埋没している。

出土遺物は見られなかったが、11号溝との切り合い関係から、刻

目突帯文期が若干先行する時期の所産と考えられる。

く

＝
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――西     東
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m

図29 25号土坑平・断面

写真12 D7ト レンチ10～ 16号溝 全景 北から
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刻目突帯文期の水路群のまとめ

(図 30・ 31)

D7ト レンチでは、刻目突帯

文期の水路群を検出した。流下

方向から見て、旧中州 (微高地)

縁辺部に掘開され、D7ト レン

チ東側の流路Aの低地部へ繋が

る給水路群と考えられよう。

刻目突帯文期の水路群は、規

模や流下方向から見て次に様に

整理できる。主要な幹線水路と

考えられるのは10号溝である。

10号溝は、削平を受けているに

も関わらず、上面幅 2m前後を

測る比較的しっかりとしたもの

であり、簡易な堰と考えられる

自然礫の集積を伴い、11号溝や

21・ 25号溝へ分水している。10

号溝東部の13～ 15溝は、規模や

流下方向から見て、 トレンチ南

方の未調査部分において10号溝

から分岐していた可能性が高い。

おそらくこれらの派生した小水

路を使つて流路A内の水田に水

を配り分けていたと考えられる

ことから、一連の給水路網と捉

えることができる。 図30 D7ト レンチ突帯文期水路網概念図その 1

21・ 25号溝は、直線的に北西方向へ延びることから、調査範囲から灌漑を意図していた部分を推定す

ることは難しい。流下方向からは、10号溝などが接続すると考えられる流路A南半部より更に北側の水

田へ給水 していた可能性と、Dlト レンチの旧河道へ繋がる2つの考え方ができる。後者では、微高地

上を横切るように掘開されたものと考えられることから、かなり大掛かりな給水路という評価が与えら

れよう。

22～ 23号溝に関しては、 トレンチ中央で削平によつて消失することから、他の溝との関係を推定する

ことが困難である。溝を延伸させると、21・ 25号溝と重複することから、10号溝を中心とした水路網と

は時期差をもつものかもしれない。

流路Aの堆積状況からは、下層水田とした刻目突帯文期から弥生前期前半期に水田が営まれていた可

能性が高いことは既に見たとおりである。下層水田の時期を厳密に絞りきれていないが、刻目刻目突帯

文期と単純と考えられる10号溝を中心とした水路網の存在から、流路A部分の凹地には同時期の水田が
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拓かれていた可能性は高いと言える。

いずれにしても、刻目刻目突帯文土器期の水路を含めた水田の景観が復元できる点は大きい。

D6・ 7ト レンチ下層遺構 (図32～ 34,図版16)

D6・ 7ト レンチの下層で、旧河道・自然流路と考えられる遺構を確認している。流路 1は、D6ト

レンチ中央部を南西から北東方向へ抜ける流路である。上面幅 5～ 7m検出面からの深度は1.5m以上を

測り、ラミナの発達した礫混じりの粗

砂によって埋積されている。

出土遺物は見られなかったが、縄文

晩期以降の年代が与えられる流路 A・

B内には、このような堆積物が見られ

ないことから、更に遡る時期の所産と

考えられる。D2・ 4ト レンチとD7

トレンチに見られる旧中州 (微高地 )

間を埋積する旧河道の中の一つと考え

られよう。

図31 D7ト レンチ突帯文期水路網概念図その 2

写真13 D7ト レンチ下層流路 2全景 西から
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図34 D7ト レンチ流路 2出土遺物

流路 2は D7ト レンチ南部で検出された。部分的な検出に留まっているが、西側の旧中州 (微高地)の

東側斜面部に不整形の微凹地が連続して見られる。表層を黄褐色系の粘土に覆われているが、下位には

遺物を包含している暗褐色系の粘土層が見られる。暗褐色の粘土層は、中央部分へ向かって傾斜し、流

路状を呈している。分層しているものの、上層の黄褐色粘土は離水が進んだ結果と考えられることから、

巨視的には同一層と捉えられる。旧中州 (微高地)の上面から斜面部が、埋積 。平坦化していく過程にお

いて見られる堆積層の一部と考えられる。

また、刻目突帯文段階の10号溝を中心とした水路群は、本遺構が平坦化したのちに掘られていること

になることから、地形環境が一定程度安定化した段階で水田が拓かれたと考えられる。

遺物は、 トレンチ中央部の約 lmの範囲から集中して出土している。

119～ 130は本遺構からの出土遺物である。119～ 127は剥片又は砕片であり、その殆どのものが無打面

に近く、途中で折損しているものが多い。128・ 129は楔形石器又はその削片である。130は砂岩製の敲石

と思われ、下面を中心に敲打痕を多く残している。図化した以外にも、微細な砕片が多く見られること

と、楔形石器や敲石の存在から、両極打撃によつて生じた一連の遺物と考えられる。
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第 5項 弥生時代中期から後期の遺構 遺物 (図35～ 51)

弥生前期から中期後葉かけて期

間は、明確な遺構が見られず空白

期となっている。弥生中期後葉の

遺構は、D6ト レンチを中心して

確認できる。 1号住居は、共伴遺

物が少ないものの本段階に帰属す

る小型の円形住居である。 1号住

居周辺には、2号住居とした柱穴

が四角形に組み合う箇所や、 トレィ
ンチ南部に7号柱穴を中心とした、

数基の柱穴群が見られる。これら

は、何らかの建物を構成する可能

性が高いが、明確にはできなかっ

た。

弥生中期後葉以降、後期初頭の

空白期を挟んで後期中葉に再び遺

構が見られるようになる。本段階

の遺構には、 3基の円形周溝墓以

外に明確な居住遺構は存在しない。

D2ト レンチの 1号周溝墓は、第

1次調査によって確認されていた

ものであり、今回の調査で2基追

加した形となった。

3基の円形周溝墓は、埋没の進

んだ流路A西岸に、25～ 30mの 間
~

隔を空けてほぼ直線上に並んで見

られる。出土土器の特徴から、 3
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期間に一定の原則を保ちつつ造墓 図35 D6ト レンチ 弥生中 。後期遺構平面及び
されたものと考えられる。 7号柱穴平断面出土遺物

図34下段には、 7号柱穴の断面と出土土器を掲載している。断面には5層 とした径0。15m程の柱痕が

見られる。竪穴住居の主柱穴か、掘立柱建物を構成するものと考えられるが、復元できなかった。131

は口縁端部外面に3条の凹線文が確認できる。中期後葉の凹線文期の所産と考えられる。
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図36 遺構配置 (弥生中期～後期 )
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